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■
投
票
で
き
る
人　

　

昭
和
61
年
７
月
３
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
平
成
18
年
３
月
14

日
以
前
か
ら
引
き
続
き
湖
南
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
。

■
住
所
を
異
動
し
た
人

　

平
成
18
年
３
月
15
日
以
降
、
県

内
の
他
の
市
町
か
ら
本
市
に
転
入

し
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
そ
の
際

に
は
湖
南
市
の
市
民
課（
東
庁
舎
）

ま
た
は
市
民
生
活
課（
西
庁
舎
）窓

口
が
発
行
す
る「
居
住
証
明
書
」

を
提
示
し
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま

せ
ん
。
投
票
日
当
日
ま
で
に「
居

住
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

※
県
内
の
市
町
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
18
年
3
月

15
日
以
降
に
2
回
以
上
、
県
内

の
異
な
る
市
町
へ
異
動
し
た
場

合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
投
票
所
入
場
券

　

選
挙
人
の
確
認
と
投
票
事
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、
必
ず
投

票
所
入
場
券
を
持
参
の
う
え
、
記

載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券
を

な
く
し
た
場
合
で
も
、
当
日
、
そ

の
旨
を
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

る
と
投
票
で
き
ま
す
。

■
期
日
前
投
票

◎
期
日
前
投
票
が
で
き
る
人

・�

自
営
業
な
ど
の
人
や
冠
婚
葬
祭

な
ど
の
予
定
が
あ
る
人

・�

レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
所
に
行

け
な
い
人

・�

病
気
や
け
が
、
妊
娠
で
入
院
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
投
票

日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人

・�

引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
県
内

の
他
の
市
町
に
住
ん
で
い
る
人

※
選
挙
権
を
有
す
る
人
で
あ
っ

て
も
、
昭
和
61
年
6
月
17
日
か

ら
同
年
7
月
2
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
は
、
誕
生
日
の
前
々
日

ま
で
は
期
日
前
投
票
は
で
き
ま

せ
ん
。
誕
生
日
の
前
々
日
以
前

に
投
票
す
る
場
合
は
、
東
庁
舎

3
階
の
市
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い

（
西
庁
舎
で
は
で
き
ま
せ
ん
）。

※
昭
和
61
年
７
月
3
日
生
ま
れ
の

人
は
、
投
票
日
当
日
に
投
票
所

で
の
み
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
期
間
】

○
東
庁
舎
3
階
第
2
会
議
室

　

6
月
16
日（
金
）～
7
月
1
日

（
土
）

○
西
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

　

６
月
24
日（
土
）
～
７
月
１
日

（
土
）

【
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

【
持
参
す
る
物
】
投
票
所
入
場
券

■
郵
便
投
票

◎
郵
便
投
票
が
で
き
る
人

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た

め
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
人
や
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
の
人
の
た
め
に
、
自
宅
で

投
票
を
行
い
、
郵
便
で
投
票
用
紙

を
送
る
不
在
者
投
票
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

実
際
に
郵
便
に
よ
る
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お

く
必
要
が
あ
ま
す
。
手
続
き
に
は

日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
に
お
け
る
代
理
記
載
制
度
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
あ
ら
か

じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
申

請
な
ど
の
手
続
き
を
行
っ
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
投
票
用
紙
等
の
請
求
期
限

　

６
月
28
日
ま
で
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
投
票
用
紙
の
請
求
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
開
票　

　

投
票
日
の
午
後
９
時
15
分
か
ら

共
同
福
祉
施
設（
サ
ン
ラ
イ
フ
甲

西
）２
階
大
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。

一
般
参
観
で
き
ま
す
が
、
場
内
で

は
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

湖
南
市
選
挙
管
理
委
員
会（
総

　

務
課
内
）〔
東
庁
舎
〕

　
　

�
71
◦
２
３
５
７

「
一
票
で  

笑
顔
あ
ふ
れ
る  

ま
ち
づ
く
り
」

滋
賀
県
知
事
選
挙

　

任
期
満
了
に
よ
る
滋
賀
県
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
が
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
な
か

か
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
意
思
で
、
よ
く
見
、
よ
く

聴
き
、
よ
く
考
え
て
棄
権
の
な
い
よ
う
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
15
日（
木
）

７
月
２
日（
日
）　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

告 
示 

日

投
票
時
間

投 
票 
日
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　市では、障がいのある人の自立と社会参加を実現する
ため、「（仮称）湖南市障がい者基本計画」を策定します。
　この計画に市民の皆さんの意見を取り入れ地域の特性
に即したものにしていくために、検討委員を募集します。
■応募資格　次のいずれにも該当する人
①�障がい福祉に関心を持ち、広い視野で意見や提案をし
ていただける市内在住の20歳以上の人
②４回程度の策定検討委員会に出席できる人
■募集人員　２人
■委嘱期間　６月～平成19年３月
■�応募方法　６月19日（月）までに次の書類を提出してく
ださい。郵送、ＦＡＸ、Eメールでも受け付けます。
①（仮称）湖南市障がい者基本計画策定検討委員応募申込
　書
※�申込書は、社会福祉課（東庁舎１階）、保健福祉課（石
部保健センター内）、各出張所に備え付けています。
また、市ホームページからもダウンロードできます。
②�障がい福祉についての考えや思いを400字程度にまと
めたレポート。様式は問いません。
※申込書およびレポートは返却しません。
■�選考結果　６月下旬に応募者全員に通知します。
■�その他　応募に要する費用は支給しません。
■応募受付・問い合わせ先
　社会福祉課障害福祉担当〔東庁舎〕（〒520−3288住所
　記載不要）
　�71◦2364　�72◦3788
　Eメール：fukushi@city.konan.shiga.jp

■
計
画
案
の
公
表
日　

　

６
月
12
日（
月
）

■
募
集
期
間　

６
月
12
日（
月
）～

30
日（
金
）

■
閲
覧
場
所

　

安
心
安
全
課（
東
庁
舎
２
階
）、

情
報
公
開
室（
東
庁
舎
３
階
）、

市
民
生
活
課（
西
庁
舎
１
階
）、

各
公
民
館
、
市
民
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
本
館
、
各
会
館
、
三
雲

教
育
集
会
所
、
甲
西
図
書
館
、

石
部
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
■
応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

○
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を
有

す
る
人　

な
ど

■
応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
意
見

書
に
記
入
し
、
そ
の
場
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
意
見
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
安
全
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕（
〒
５
２
０

－

３
2

　

８
８
住
所
記
載
不
要
）

�
71
◦
２
３
１
１

�
72
◦
２
０
０
０

　

Ｅ
メ
ー
ル
：anzen@

city.ko

　

nan.shiga.jp

　市では、環境に関する基本的な考え方を明確にする「環
境基本条例」を制定するため、「湖南市環境保全研究会」
でその内容を検討します。そこで、広く市民の皆さんの
意見を反映させるため、研究会の委員を募集します。
■�応募資格　環境に対して関心があり広い視野に立って
意見や提案をしていただける市内在住の18歳以上の人
（ただし、高校生と議員や公務員は除きます）。
※�現在すでに市の審議会などの委員になっている人は意
向に添えない場合があります。
■募集人員　２人
■任期　２年（おおむね年４回会議を行います）
■応募方法　６月20日（火）までに次の書類を提出してく
ださい。郵送、ＦＡＸ、Eメールでも受け付けます。
①環境保全研究会委員応募申込書
※�申込書は、環境課（東庁舎２階）、情報公開室 (東庁舎
３階 )、市民生活課 (西庁舎１階 )、各出張所に備え付
けています。また、市ホームページからもダウンロー
ドできます。
②�環境に関する意見、提案などを800字程度にまとめた
レポート。様式は問いません。
※申込書およびレポートは返却しません。
■�選考結果　６月下旬に応募者全員に通知します。
■その他　応募に要する費用は支給しません。
■応募受付・問い合わせ先
　環境課環境保全担当〔東庁舎〕（〒520−3288住所記載
　不要）
　�71◦2326　�72◦2201
　Ｅメール：kankyo@city.konan.shiga.jp

（仮称）湖南市障がい者基本計画
策定検討委員会

湖南市環境保全研究会

　市では昨年から、災害対策基本法に基
づき「湖南市地域防災計画」の策定作業を
進めてきました。このほど計画案がまと
まりましたので公表し、市民の皆さんか
らの意見を募集します。提出されたご意
見・ご提案は策定にあたっての参考とさ
せていただきます。

委 　 員 　 募 　 集
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す
べ
て
の
納
税
義
務
者

税
額
か
ら
差
し
引
く
定
率
控
除

額
が
７
・
５
％
（
限
度
額
２
万

円
）に
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
は
15
％
（
限
度

額
４
万
円
）で
し
た
。

琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
県
民
税
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
県
民
税
均
等
割
額

（
1,
0
0
0
円
）に
8
0
0
円
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人

公
的
年
金
控
除
額
が
引
き
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

下
表
に
よ
り
所
得
額
を
計
算

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
所
得
額

が
38
万
円
を
超
え
て
い
る
人
を

扶
養
控
除
の
対
象
と
し
て
い
る

人
は
控
除
対
象
外
と
な
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
確
定
申
告
し

て
不
足
分
の
所
得
税
を
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

控
除
の
対
象
者
が
配
偶
者
の

と
き
は
、
配
偶
者
の
所
得
が

38
万
円
を
超
え
て
も
申
告
不

要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

所
得
１
２
５
万
円
以
下
の
人
の

非
課
税
措
置
が
廃
止
に
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
18
年
度
は
経
過
措
置
と

し
て
、
昭
和
15
年
１
月
２
日
以

前
生
ま
れ
の
人
の
税
額
は
3
分

の
2
に
相
当
す
る
金
額
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
も
寡
婦（
夫
）控

除
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

老
年
者
控
除
と
寡
婦（
夫
）控

除
は
同
時
に
控
除
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

老
年
者
控
除
の
廃
止
に
よ
り
年

齢
の
上
限
が
な
く
な
り
ま
し

た
。

※�

寡
婦（
夫
）控
除
は
配
偶
者
と

死
別
ま
た
は
離
婚
し
た
人
で

所
得
や
扶
養
親
族
の
有
無
な

ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し

た
人
が
対
象
と
な
る
控
除
で

す
。

老
年
者
控
除（
48
万
円
）が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
賦
課
期
日（
１
月

１
日
）現
在
65
歳
以
上
の
人
に

は
控
除
が
あ
り
ま
し
た
。

均
等
割
の
納
税
義
務
を

負
う
夫
と
生
計
を
一
に

す
る
妻

扶
養
親
族
が
い
な
い
場
合
で
所

得
28
万
円（
給
与
収
入
93
万
円
）

以
上
の
人
に
は
、
必
ず
均
等
割

額
４,
８
０
０
円
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合

は
、
非
課
税
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す
。

　　

平
成
17
年
度
の
均
等
割
額

は
、
経
過
措
置
と
し
て
2
千
円

で
し
た
。

公的年金等の収入金額 年金所得

330万円未満 年金収入－120万円

330 万円以上 410 万円未満 年金収入×0.75－37万5千円

410 万円以上 770 万円未満 年金収入×0.85－78万5千円

770 万円以上 年金収入×0.95－155万5千円

　

平
成
18
年
度
の
住
民
税
は
平
成
17
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計
算
し
決
定
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
左
記
の
と
お
り
大
幅
な
税
制
改
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
税
額
決
定
通

知
書
が
届
い
た
ら
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
勤
務
先
で
給
与
か
ら
天
引
き
を
し
て
も
ら
え
る
人
は
6
月
か
ら
翌
年
5
月
ま

で
の
給
与
か
ら
12
回
に
分
け
て
納
税
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
納
付
の
人
は
６
月
・
８

月
・
10
月
・
１
月
の
４
回
に
分
け
る
か
、
6
月
に
一
括
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�問い合わせ先
　税務課市民税担当〔東庁舎〕

　　　　�71◦2319

■�琵琶湖森林づくり県民税に関
する問い合わせ先

　滋賀県税政課
�077◦528◦3213

平成18年度

〈
改
正
点
〉
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○
４
月
17
日（
月
）晴　

７
時
半
、
交

通
立
番（
針
）。
14
時
、
県
議
会
経

済
振
興
対
策
特
別
委
員
会
を
迎
え
る

（
善
水
寺
）。
21
時
15
分
帰
宅
。

○
18
日（
火
）晴　

13
時
半
、
市
町
長

会
議（
草
津
市
）。
障
害
者
自
立
支
援

法
の
施
行
に
伴
う
福
祉
医
療
費
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
県
に
役
割
と

責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る
。
20
時

帰
宅
。

○
19
日（
水
）曇　

10
時
、
通
所
療
育

教
室「
ぞ
う
さ
ん
教
室
」
入
園
式（
石

部
保
健
セ
ン
タ
ー
）。
13
時
半
、
湖

南
工
業
団
地
協
会
で「
平
成
18
年
度

湖
南
市
施
政
方
針
に
つ
い
て
」
講
演
。

19
時
半
、
オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
協
議

会
。
21
時
帰
宅
。

○
23
日（
日
）曇　

10
時
、
朝
国
老
友

会
総
会
。
11
時
半
、「
山
下
元
利
先
生

を
偲
び
、
山
下
英
利
参
議
院
議
員
を

囲
む
会
」（
大
津
市
）。
知
事
選
を
控

え
て
、
張
り
つ
め
た
空
気
を
感
じ
た
。

○
25
日（
火
）晴　

９
時
、
主
要
地
方

道
草
津
伊
賀
線
に
関
す
る
要
望（
県

庁
）。
特
に
新
生
橋
南
詰
の
草
津
伊
賀

線
接
続
を
強
く
求
め
る
。
18
時
帰
宅
。

○
28
日（
金
）快
晴　

８
時
半
以
降
、

全
て
の
部
長
か
ら
平
成
17
年
度
政
策

課
題
の
達
成
状
況
を
順
に
聴
取
し
て

意
見
交
換
、
改
善
指
示
す
る
。
21
時

帰
宅
。

○
29
日（
土
）曇　

10
時
、
第
77
回
滋

賀
県
労
働
者
統
一
メ
ー
デ
ー
（
水
口

文
化
芸
術
会
館
）。
知
事
に
続
い
て
、

地
元
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
る
。

○
30
日（
日
）曇　

11
時
、
団
地
ま
つ

り（
田
代
が
池
公
園
）。

○
５
月
６
日（
土
）曇
夜
雨　

14
時
過

ぎ
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
消
防
車

輌
が
何
台
も
通
過
。
現
場
は
会
社
社

宅（
団
地
中
区
）。
４
階
建
て
の
２
階

か
ら
出
火
、
１
戸
全
焼
。
消
防
団
第

２
分
団
第
１
部
と
第
３
分
団
全
団
の

出
動
に
お
礼
を
述
べ
る
。
19
時
、
消

防
団
第
２
分
団
第
10
班
の
県
消
防
操

法
訓
練
大
会
出
場
結
団
式
に
出
席
、

激
励（
正
福
寺
公
民
館
）。
帰
宅
直
後
、

「
野
洲
川
の
方
で
大
き
な
火
事
」
と

の
連
絡
。
背
広
を
消
防
作
業
服
に
着

替
え
、
甲
西
中
央
橋
に
さ
し
か
か
る

と
、
河
原
は
一
面
火
の
海
。
消
防
車

輌
の
赤
色
灯
が
暗
闇
の
中
あ
ち
こ
ち

で
回
転
し
て
い
る
。
消
防
団
全
団
出

動
。
真
っ
暗
闇
の
中
、
野
洲
川
親
水

公
園
の
車
止
め
に
阻
止
さ
れ
、
は
か

ど
ら
な
い
消
火
作
業
。
怒
声
も
飛
び
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
小
隊
が
草
む
ら
を
駆

け
る
。
消
防
水
利
も
枯
渇
し
か
け
た

22
時
ご
ろ
、
よ
う
や
く
鎮
火
に
向
か

う
。
22
時
半
、
降
雨
の
中
、
１
８
８

人
の
出
動
団
員
に
お
礼
を
述
べ
る
。
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情報公開・個人情報保護制度
運用状況を公表します
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情
報
公
開
制
度

◆
実
施
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日

　

～
平
成
18
年
３
月
31
日

◆
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

 　

23
件

　
（
内
訳
）

　

・
市
長
部
局　
　
　
　
　

 　

13
件

　

・
教
育
委
員
会　
　
　

 　
　

10
件

　

・
議
会　
　
　
　
　
　

 　
　

１
件

※ 

１
つ
の
請
求
に
お
い
て
複
数
の
公

文
書
が
該
当
す
る
た
め
、
請
求
件

数
よ
り
１
件
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

◆
公
開
等
の
決
定
状
況

　

・
公
開　
　
　
　
　
　
　

 　

８
件

　

・
部
分
公
開　
　
　
　
　

 　

12
件

　

・
取
り
下
げ　
　
　
　
　

 　

１
件

　

・
却
下　
　
　
　
　
　
　

 　

４
件

※ 

１
つ
の
請
求
に
お
い
て
複
数
の

担
当
課
の
公
文
書
が
該
当
す
る

た
め
、
請
求
件
数
よ
り
2
件
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
部
分
公
開
理
由
状
況

　

・
個
人
情
報　
　
　
　
　

 　

10
件

　

・
法
人
情
報　
　
　
　
　

 　

4
件

　

・
秩
序
維
持
情
報　
　
　

 　

5
件

　

・
事
務
事
業
支
障
情
報　

 　

６
件

※ 

複
数
の
非
公
開
事
由
が
あ
る
た

め
、
部
分
公
開
決
定
件
数
と
は
一

致
し
ま
せ
ん
。

個
人
情
報
保
護
制
度

◆
実
施
期
間　

平
成
17
年
４
月
１
日

　

～
平
成
18
年
３
月
31
日

　

情
報
開
示
な
ど
の
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

市
で
は
、
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
指
し
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を

促
進
す
る
た
め
、
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
き
情
報
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
と
個
人
情
報
の
開
示
請

求
な
ど
の
手
続
き
な
ど
を
定
め
た
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
で
は
、
毎
年
１
回
、
制
度
の
運
用

状
況
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
17
年
度
中
の
運
用
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
・
情
報
公
開
担
当

　
〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
２
３
５
７

平成17年度



学ぶあなたをバックアップ
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■受給資格
・ 平成18年７月18日現在、就学者または
その保護者が本市に１年以上住所を有す
ること

・ 就学者が属する世帯の平成17年分所得の
合計（給与所得は給与所得控除後の額）が
世帯所得基準額以下であること

・ 向学心があり、修学が確実であること
※ 生活保護受給世帯は保護費との関係で
一部制限がありますのでご相談くださ
い。
※ 詳しくは申請書をご覧ください。
■申請受付期間
　６月15日（木）～７月18日（火）の業務時間
中（平日の午前8時30分～午後5時15分）
■申請方法
① 世帯所得基準額を計算したうえで、受給
資格があるかどうかを確認してくださ
い。
② 必要書類をそろえて、生涯学習課へ提出
してください。申請用紙は生涯学習課、
各公民館、各会館に備え付けています。
■ 問い合わせ先
　生涯学習課社会教育担当〔石部文化総合
センター内〕　　　　　　 77●6250

　 　 　 　 　

湖南市奨学資金給付制度



　

市
で
は
、
耐
震
性
に
不
安
の
あ
る
住
宅
を
対
象
に
、

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
」
を
派
遣
し
て
、
無
料
で

耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

9 Konan  2006.6

■
対
象
と
な
る
住
宅

　

次
の
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る
住

　

宅
○
市
内
在
住
の
人
が
所
有
す
る
、

市
内
の
木
造
住
宅
で
、
木
造
軸

組
工
法
の
も
の

※
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
、
枠
組
壁
工
法

（
２
×
４
工
法
）、
丸
太
組
工
法

は
対
象
外
で
す
。

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
て
い
る
も
の

○
延
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
住

宅
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

○
２
階
建
て
以
下
で
延
べ
床
面
積

が
３
０
０
㎡
以
下
の
も
の

■
調
査
内
容　

　

市
が
委
託
し
た
耐
震
診
断
員
が

対
象
の
住
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取

り
や
間
取
り
の
確
認
、
床
下
や
天

井
裏
を
見
る
と
い
っ
た
現
地
調
査

を
行
い
ま
す
。

　

診
断
結
果
を
ま
と
め
て
か
ら
後

日
再
訪
門
し
、
結
果
の
説
明
を
し

ま
す
。

　

診
断
お
よ
び
検
査
の
方
法
は
、

滋
賀
県
が
作
成
し
た「
滋
賀
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
よ
り
ま
す
。

※
耐
震
診
断
員
と
は
滋
賀
県
が
主

催
す
る
滋
賀
県
木
造
住
宅
耐
震

診
断
員
講
習
会
を
受
講
し
、
滋

賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員
登

録
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
者
を
い

い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

　

都
市
計
画
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
そ

の
際
は「
耐
震
診
断
希
望
」
と
明

記
し
、
必
ず
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
住
宅
の
所
在
地
、
建
築
年
次
、

延
べ
床
面
積
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

※
対
象
者
に
は「
耐
震
診
断
実
施

申
込
書
」
に
必
要
書
類
を
添
付

の
う
え
、
正
式
に
申
し
込
み
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限　

　

定
員
に
達
す
る
ま
で

■
予
定
件
数　

１
０
０
件

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
計
画
課
建
築
担
当〔
東
庁

舎
〕（
〒
5
2
0

−

3
2
8
8
住

所
記
載
不
要
）�
71
◦
2
3
3
6

�
72
◦
7
9
6
4

　
Ｅ
メ
ー
ル
：tokei@

city.konan.

　

shiga.jp

☆�耐震・バリアフリー改修費の補助を始めます！

　市では、耐震診断の結果、危険性が高いと判定さ
れた住宅について改修工事費の助成事業を行いま
す。詳しくは都市計画課建築担当へご相談ください。

滋賀県建築住宅センターホームページ
http://www.zai-skj.or.jp/earthquake01-3.htm

簡易自己診断もやってみましょう

無
料
耐
震
診
断
を
行
い
ま
す
！

〔表記の実施〕
１.　「障害」という言葉を「ひと」に関連して使
用する場合は、「障がい」と表記するか、可能
な場合は他の言葉で表記します。
〔例〕「障がいのある人」「身体障がい者」「障が
い者福祉」「障がいの程度」など

２.　法令、条例、規則、告示などの名称やそれに
基づく制度・施設の名称、団体名などの固有名
詞は、そのままの表記とします。ただし、今後
市が新たに制定したり、一部改正を行う条例や
規則などについては、そのつど順次改めていく
こととします。

[用語説明]
※　ノーマライゼーション社会
　障がいのある人もない人も、共に住み慣れた地
域の中で、普通の生活が送れるような社会

　今日、ノーマライゼーション社会[※ ]の実現が強く求
められており、障がい者に対する差別や偏見をなくし、心
のバリアフリーを推進することが大きな課題となっていま
す。そこで市では、「害」の文字は「障害者」のように「ひと」
に関連して使用する場合に限り人権尊重の観点から、公文
書や広報などにおいて可能なものから表記を改めることに
しました。
　「障がい者」という表記は昨年11月に制定した市民憲章
においてすでに使っており、「害」の文字に差別感や不快
感を感じる人が少しでもいるのであれば行政が率先して改
めていこうと決めたものです。市民の皆さんのご理解をお
願いします。

「障害」の「害」の表記を
「がい」に改めます

６月

から
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振
り
込
め
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
以
前
は『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』
と
い

わ
れ
た
も
の
で
、
手
口
は
日
々
変
化

し『
示
談
金
詐
欺
』
や『
融
資
保
証
金

詐
欺
』
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

相
変
わ
ら
ず「
オ
レ
オ
レ
」
と
孫

に
な
り
す
ま
し
て
電
話
を
か
け
て
く

る
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前

の
よ
う
に
無
作
為
に
電
話
す
る
の
で

は
な
く
、
家
族
関
係
な
ど
の
個
人
情

報
を
調
べ
た
う
え
で
か
け
て
き
ま
す
。

以
前
は
家
族
だ
け
し
か
知
ら
な
い
こ

と
を
質
問
す
れ
ば
簡
単
に
見
破
れ
た

の
で
す
が
、
今
で
は
そ
の
手
は
通
用

し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
詐
欺
に
引
っ
掛
か
っ
た
。
弁
護
士

に
払
う
金
を
用
意
し
て
ほ
し
い
」
と

孫
の
名
を
名
乗
っ
て
県
内
の
75
歳
の

男
性
宅
に
電
話
を
か
け
、
１
０
０
万

円
を
振
り
込
ま
せ
る
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
県
内
の
公
立
幼
稚
園

や
小
中
学
校
、
高
校
の
教
職
員
の
自

宅
に
は
、
校
長
や
県
教
委
の
職
員
を

名
乗
っ
て
、「
お
宅
の
息
子
さ
ん
が
生

徒
に
暴
力
を
振
る
っ
た
の
で
、
示
談

金
を
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」
な
ど
と

要
求
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

暴
行
を
受
け
た
と
い
う
生
徒
や
弁
護

士
、
新
聞
記
者
を
名
乗
る
男
な
ど
、

複
数
が
電
話
口
に
出
る
手
口
が
共
通

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ご
主
人
が
電
車
内
で
痴

漢
を
は
た
ら
い
た
。
警
察
が
身
柄
を

拘
束
し
て
い
る
」「
示
談
に
し
な
け
れ

ば
裁
判
に
な
る
。
事
を
大
き
く
し
な

い
た
め
に
も
お
金
で
解
決
し
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
電
話
を
か
け
て
く
る
手

口
も
あ
り
ま
し
た
。
一
度
振
り
込
ん

で
し
ま
う
と
、
被
害
者
の
家
族
を
名

乗
る
犯
人
か
ら
再
び
お
金
を
請
求
さ

れ
る
例
も
あ
り
、
数
千
万
円
を
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
被
害
者
も
い
ま
す
。

　

警
察
が
示
談
金
の
話
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
本
当
に
そ
の

よ
う
な
事
実
が
あ
れ
ば
、
事
件
直
後

に
お
金
を
振
り
込
ん
だ
だ
け
で
解
決

す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、『
融
資
保
証
金
詐
欺
』
は

『
貸
し
ま
す
詐
欺
』
と
も
い
わ
れ
、
実

際
に
は
融
資
を
し
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
」
と
い
う
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

見
て
融
資
を
申
し
込
ん
で
き
た
人
に

対
し
て
、
保
証
金
な
ど
の
名
目
で
お

金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
こ
と
で
す
。

多
重
債
務
者
に
対
し
て「
債
務
を
低
利

率
で
一
本
化
し
ま
す
」
と
い
う
パ
タ
ー

ン
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
ん
な
名
目
で
あ
れ
融
資
前
に
現

金
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
っ
た
ん
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
お

金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
難
し
い
と

心
に
と
ど
め
て
慎
重
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

安
心
安
全
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

〔
東
庁
舎
〕　　
　

�
71
◦
２
３
６
０

積
極
的
な
ご
利
用
を
！

　
「
ふ
れ
あ
い
号
」「
め
ぐ
る
く
ん
」
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
の
利
用
者
数
は
、
Ｊ
Ｒ

バ
ス
廃
止
の
た
め
新
設
し
た
下
田
線（
三

雲
駅
ル
ー
ト
）の
利
用
者
が
大
幅
に
増
え

た
り
、
Ｊ
Ｒ
草
津
線
と
の
接
続
の
改
善

を
行
っ
た
下
田
線（
甲
西
駅
ル
ー
ト
）の

利
用
者
が
増
え
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
16
年
度
に
比
べ
延
べ
約
15
万
人
増

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
に
か
か
る
年
間
総
事
業
費
を
利
用
者

総
数
で
割
っ
た
利
用
者
一
人
当
た
り
の

一
回
の
運
行
経
費
は
約
３
４
０
円
で
、

利
用
者
の
負
担
額
２
０
０
円
を
差
し
引

く
と
１
４
０
円
を
公
費（
税
金
）で
補
助

し
て
い
る
計
算
に
な
り
、
バ
ス
運
行
事

業
と
し
て
は
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
が
、
よ
り

充
実
し
た
バ
ス
路
線
の
維
持
や
確
保
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
　
　

�
71
◦
２
３
１
１

	
ル　ー　ト　名 平成 16 年度 平成 17 年度 増　減 備　　　　　　　　　考

菩提寺線（甲西駅ルート） 34,557 35,970 1,413
下 田 線（三雲駅ルート） 0 107,123 107,123 ＊ＪＲバス廃止対応のため、平成 １７ 年 ４ 月 １ 日から運行
下 田 線（甲西駅ルート） 61,735 92,592 30,857
甲西南線

16,061
11,663

− 648 ＊平成１７年 ４ 月 １ 日から ３ つのルートで運行甲西南線（美松台ルート） 3,167
甲西南線（医療センタールート） 583
ひばりヶ丘線 11,641 18,740 7,099 ＊平成 １７ 年 ５ 月までは「十二坊温泉ゆらら」まで運行
リハビリ病院線 1,409 945 − 464
三雲小学校線 6,553 4,857 − 1,696
花園巡回線 0 94 94 ＊平成 １７ 年 ４ 月 １ 日から平成 １８ 年 ３ 月 ３１ 日まで運行

計 131,956 275,734 143,778

振り込め詐欺が急増中！

	
平成 16 年度 平成 17 年度 増　減

計 104,746 109,865 5,119

	
平成 16 年度 平成 17 年度 増　減

計 236,702 385,599 148,897

ふれあい号

めぐるくん 湖南市コミュニティバス全体

単位：人

単位：人単位：人

あなたを狙う悪質・巧妙な手口

平
成
17
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
バ
ス
利
用
者
数

※平成１6年度は４月から9月までの旧両町における実績を含んでいます。
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違
法
な
迷
惑
駐
車
が
横
行
し
て
い
る
現
状

と
、
そ
の
反
則
金
を
納
め
な
い
悪
質
な
ド
ラ

イ
バ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国

は
道
路
交
通
法
を
改
正
し
て
違
法
駐
車
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

車
両
の
所
有
者
を
対
象
と
し
た
放

置
違
反
金
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

違
反
し
た
運
転
者
が
反
則
金
を
納
付
し
な

い
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
車
両
の
所
有
者（
原

則
と
し
て
車
検
証
の
使
用
者
欄
に
記
載
さ
れ

て
い
る
人
）に
対
し
て
放
置
違
反
金（
反
則
金

と
同
額
）の
納
付
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

民
間
の
駐
車
監
視
員
が
駐
車
違
反

の
確
認
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
警
察
官
や
交
通
巡
視
員
に
加

え
て
、
民
間
の
駐
車
監
視
員
も
放
置
駐
車
確

認
標
章
を
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
よ
り
広
範
囲
か
つ

機
動
的
な
取
り
締
ま
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

短
時
間
の
放
置
駐
車
も
取
り
締
ま

り
ま
す
。

　

悪
質
・
危
険
と
み
な
さ
れ
れ
ば
、
駐
車
時

間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
、
確
認
標
章
を
取

り
付
け
る
こ
と
と
し
、
安
全
で
円
滑
な
交
通

の
実
現
を
図
り
ま
す
。

放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と
車

検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

放
置
違
反
金
の
支
払
い
を
滞
納
す
る
と
、

そ
の
車
の
車
検
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
一
定
期
間（
3
か
月
以
内
）車
の
使

用
が
禁
止
さ
れ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
か
ら
迷
惑
駐
車
や
放
置
自

動
車
が
一
台
で
も
な
く
な
る
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

■
問
い
合
わ
せ　

　
　

甲
賀
警
察
署　

�
62
◦
4
1
5
5

　
「
車
社
会
」
の
中
で
生
活
し
て
い
る
わ

た
し
た
ち
。
交
通
事
故
は
、
予
期
せ
ぬ

と
き
に
発
生
し
ま
す
。
も
し
、
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
？

　

損
害
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
よ
く
知
ら

な
い
た
め
に
、
双
方
の
主
張
が
食
い
違
っ

て
い
た
り
、
無
理
難
題
を
言
わ
れ
た
り

…
。
そ
ん
な
こ
と
で
お
困
り
の
人
に
、

滋
賀
県
で
は「
交
通
事
故
相
談
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
相
談
員
が
親
切
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
常
設
相
談

　

滋
賀
県
立
交
通
事
故
相
談
所

○
大
津
本
所（
県
庁
別
館
１
階
）

　

�
0
7
7
◦
5
2
8
◦
3
4
2
5

　

◇
面
接
相
談
・
電
話
相
談

　
　

月
～
金
曜
日

○
彦
根
分
室（
湖
東
地
域
振
興
局
２
階
）

　

�
0
7
4
9
◦
27
◦
2
2
3
0

　

◇
面
接
相
談　

火
・
木
曜
日

　

◇
電
話
相
談　

月
～
金
曜
日

※�
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後

４
時
。
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
休
み
で
す
。

■
巡
回
相
談

　

相
談
所
が
遠
く
て
来
ら
れ
な
い
人
な

「
交
通
事
故
相
談
所
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ど
の
た
め
に
、
南
部
振
興
局
、
東
近
江

地
域
振
興
局
、
湖
北
地
域
振
興
局
へ
相

談
員
が
出
向
き
、
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
、
大
津
ま
た
は
彦
根
の

各
交
通
事
故
相
談
所
へ
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
交
通
事
故
相
談
所
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳

　
守
し
ま
す
。

・
文
書（
郵
便
）に
よ
る
相
談
も
受
け
付

　
け
て
い
ま
す
。

◎交通事故相談HPアドレス　http://www.pref.shiga.jp/c/kotsu-s/cj00a001.html

市内の事故発生状況 （4月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

4月の事故状況 33 40 1 170

前年対比 10 8 0 −9

平成18年累計
（1〜 4月） 121 154 3 735

前年対比 −1 6 2 −20

4 3

12
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介
護
保
険
で
は
、
現
在
の
住
ま
い
を

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
も
の
に
す
る
た

め
に
、
住
宅
改
修
に
か
か
る
費
用
の
支

給
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
ま
い
の
改
修

の
ポ
イ
ン
ト
は「
人
に
家
を
合
わ
せ
る

こ
と
」。
移
動
や
行
動
し
や
す
い
住
ま

い
は
、
転
倒
事
故
を
防
ぎ
、
高
齢
者
の

自
立
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
介
護
者
の

負
担
も
軽
く
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
住
宅
改
修
費
の
支
給
サ
ー

ビ
ス
の
概
要
と
４
月
か
ら
改
正
に
な
っ

た
支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
順
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

要
支
援
ま
た
は
要
介
護
と
認
定
さ
れ

た
人
で
、
在
宅
で
生
活
し
、
住
宅
の

改
修
を
必
要
と
す
る
人
。

■
支
給
対
象
と
な
る
改
修
の
種
類

①
手
す
り
の
取
り
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
防
止
、
移
動
の
円
滑
化
な
ど
の

た
め
の
床
ま
た
は
通
路
面
の
材
料
の

変
更

④
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替
え

⑤
洋
式
便
器
へ
の
便
器
の
取
り
替
え

⑥
そ
の
ほ
か
、
右
記
の
住
宅
改
修
に
付

帯
し
て
必
要
と
な
る
住
宅
改
修

■
住
宅
改
修
費
の
支
給
額

　

改
修
に
か
か
っ
た
費
用
の
９
割（
最

高
18
万
円
）で
す
。
支
給
対
象
と
な

る
限
度
額
は
生
涯
20
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
転
居
し
た
場
合

や
、
要
介
護
度
が
３
段
階
以
上
あ

が
っ
た
場
合
は
、
再
度
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
順

　

悪
質
な
事
業
者
が
行
っ
た
住
宅
改
修

が
、
介
護
給
付
と
し
て
不
適
切
だ
っ

た
た
め
に
保
険
給
付
が
さ
れ
な
い
と

い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
た

め
、
次
の
と
お
り
事
前
申
請
を
必
要

と
す
る
手
順
に
変
わ
り
ま
し
た
。

①
相
談

　
ま
ず
は
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
希
望
す

る
改
修
内
容
が
介
護
保
険
の
対
象
と

な
る
か
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に「
住
宅
改

修
が
必
要
な
理
由
書
」
の
作
成
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
理
由
書
の
様
式
が
全
国
一
律
と
な

り
、
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

②
依
頼
・
準
備

　

で
き
る
だ
け
複
数
の
事
業
者
か
ら
説

明
を
受
け
た
う
え
で
施
工
業
者
を
決

め
、
工
事
を
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。
業

者
が
決
ま
っ
た
ら
、
必
ず
改
修
前
の

写
真（
日
付
入
り
）を
撮
影
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

③
事
前
申
請

　

工
事
着
工
前
に
支
給
申
請
書
類
を
高

齢
福
祉
介
護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

④
工
事

　

改
修
を
行
い
、
完
成
後
も
必
ず
写
真

（
日
付
入
り
）を
撮
影
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

⑤
支
払
い

　

事
業
者
に
か
か
っ
た
費
用
を
い
っ
た

ん
全
額
支
払
い
、
必
ず
領
収
書（
工

事
費
内
訳
書
も
添
付
）を
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

⑥
申
請

　

高
齢
福
祉
介
護
課
に
支
給
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

⑦
住
宅
改
修
費
の
支
給

　

工
事
内
容
が
介
護
保
険
の
対
象
で
あ

る
か
施
工
状
況
後
の
確
認
を
し
、
後

日
、
住
宅
改
修
費
を
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　
　

�
71
◦
２
３
５
６

喜楽鉱業株式会社様から、
創業４５周年を記念して、金
５００万円をいただきました。
地域振興の一助として役立
てていきます。

み
ん
な
で
支
え
あ
う
介
護
保
険

安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
住
ま
い
を
！

～
住
宅
改
修
に
は
事
前
申
請
が
必
要
で
す
～

国際ソロプチミスト淡海
様から保育遊具（ソフトブ
ロック・滑り台）をいただ
き、ふれあいの館に設置
しました。
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児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施

設
は
除
く
）に
入
所
し
た
り
し

て
い
る
と
き

・ 

児
童
が
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的

年
金
の
額
の
加
算
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
と
き

・ 

児
童
や
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と

き
・ 

母
が
婚
姻
し
て
い
る
と
き（
婚

姻
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実

上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に

あ
る
と
き
を
含
む
）

・ 

児
童
が
父
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る
と
き

　

な
お
、
こ
の
手
当
で
い
う
児
童

と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
人
、
ま

た
は
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
人
で
す
。

い
ず
れ
の
場
合
も
国
籍
は
問
い
ま

せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

と
は

　　
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た

は
中
度
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
、

児
童
扶
養
手
当
と
は

　　

次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た
は

養
育
者
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
あ
と
、
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
一
定
期
間
以
上
明

ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
児
童

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童

⑦
父
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

⑧
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

さ
れ
て
い
る
児
童

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

児
童
や
母
ま
た
は
養
育
者
が
、

公
的
年
金
給
付（
老
齢
福
祉
年

金
は
除
く
）や
労
働
基
準
法
な

ど
に
基
づ
く
遺
族
補
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

・ 

児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り

児童手当の現況届を
提出してください
児童手当の現況届を
提出してください

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

児
童
や
、
父
、
母
ま
た
は
養
育

者
が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な

い
と
き

・ 

児
童
が
障
が
い
を
支
給
事
由
と

す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き

・ 

児
童
が
児
童
福
祉
施
設（
保
育

園
、
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
施
設
へ
の
母
子
入
園
を
除

く
）に
入
所
し
て
い
る
と
き

　

添
付
資
料
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
事
前
に
左
記
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
の
手
当
も
、
請
求
者
、

扶
養
義
務
者（
請
求
者
と
生
計

同
一
の
直
系
血
族
と
兄
弟
姉

妹
）お
よ
び
配
偶
者
に
所
得
制

限
が
あ
り
、
制
限
額
を
超
え
た

場
合
は
支
給
停
止
に
な
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
担
当

〔
東
庁
舎
〕　

71
●
２
３
２
８

■ 請求方法　請求者 ( 生計中心
者 ) の印鑑（認印可）と預金通
帳（郵便局以外 ) を持参のう
え、子育て支援課へお越しく
ださい。ただし、次に該当す
る人は、それぞれ添付書類が
必要です。

① 平成18年1月2日以降に湖南
市に転入した人

※ 平成18年度（17年分）児童手
当用所得証明書

② 厚生年金等被用者年金に加入
している人

※ 年金加入証明書（用紙は子育
て支援課に備え付けているほ
か、市ホームページからもダ
ウンロードできます。）

■問い合わせ先
　子育て支援課児童福祉担当
　〔東庁舎〕   71●2328 

該当しませんか児童手当

　児童手当（特例給付・小学校修
了前特例給付を含む）は6月分か
ら所得制限の対象が平成17年分
所得になります。また、制度改
正により所得制限額が緩和され
ています。
　これまで、所得超過などで認
定を却下されていた人も、請求
すれば受給できる場合がありま
すので認定請求を行ってくださ
い。



142006.6  Konan

湖
南
市
の
上
水
道

　

市
で
は
、
一
日
約
２
２
，
０
０

０
㎥
の
水
道
水
を
使
用
し
て
い
ま

す（
平
成
17
年
度
実
績
）。
そ
の
う

ち
約
１
，５
０
０
㎥
は
自
己
水
源

（
妙
感
寺
水
源
地
・
東
河
原
水
源

地
）で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
が
、

残
り
の
約
２
０
，５
０
０
㎥
は
県

南
部
用
水
か
ら
送
水
を
受
け
て
お

り
、
使
用
量
の
90
％
以
上
を
県
用

水
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
使
っ
て
い
る
水

道
水
の
ほ
と
ん
ど
は
琵
琶
湖
か
ら

く
み
揚
げ
ら
れ
、
野
洲
市
の
吉
川

浄
水
場
で
浄
化
さ
れ
た
の
ち
、
各

市
の
配
水
池
へ
送
ら
れ
て
い
ま

す
。
配
水
池
は
、
山
腹
な
ど
の
高

所
に
設
置
し
て
い
る
た
め
ポ
ン
プ

を
使
っ
て
水
を
押
し
上
げ
、
そ
こ

か
ら
自
然
の
高
低
差
を
利
用
し
て

生
ま
れ
る
水
圧
に
よ
っ
て
各
家
庭

へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
で
お
い
し
い
水
を
供
給
す

る
た
め
に
、
市
上
下
水
道
課
は
24

時
間
体
制
で
上
水
道
の
管
理
・
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

漏
水
を
発
見
し
た
ら
連
絡
を

〔
宅
外
〕

　

道
路
か
ら
水
が
噴
き
出
し
て
い

た
り
、
水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
が
水

た
ま
り
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
漏

水
を
発
見
し
た
と
き
は
上
下
水
道

課
上
水
道
工
務
担
当
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
修
繕
の
た
め
一
時
断
水

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
宅
内
〕

　

水
道
メ
ー
タ
ー
か
ら
宅
内
側
の

水
道
管
は
所
有
者
や
使
用
者
の
管

理
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で

定
期
的
に
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

漏
水
を
修
理
す
る
場
合
は
、
必

ず
指
定
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
指
定
工
事
店
の
一
覧

は
上
下
水
道
課
に
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
宅
内
の
漏
水
の
チ
ェ
ッ
ク
方
法

　

次
の
よ
う
な
こ
と
が
一
つ
で
も

あ
れ
ば
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

○�

蛇
口
を
締
め
て
い
る
の
に
、

蛇
口
な
ど
に
耳
を
あ
て
る
と

「
シ
ュ
―
」
と
い
う
水
音
が
す

る
。

○
水
道
管（
給
水
管
）が
埋
め
て
あ

る
付
近
や
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
回
り
が
い
つ
も
濡
れ
て
い

る
。

○
台
所
や
お
風
呂
な
ど
の
配
管
の

あ
る
壁
や
は
め
板
が
い
つ
も
濡

れ
て
い
る
。

○
使
用
量
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

い
の
に
水
道
料
金
が
急
に
高
く

な
っ
た
。

○
宅
内
の
蛇
口
を
全
部
締
め
て
も

水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
が
回
っ
て
い
る
。

「
安
全
と
お
い
し
さ 

 　
　
　

ご
く
り
水
道
水
」

　

水
道
は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
支
え

る
必
要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
で
す
。
水
は
無
限
に
あ
る
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
電
気
や
ガ
ス
と
同
じ
よ
う
に
作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

い
ま
や
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
水
の
大
切
さ
や
使
い
方
を
見
直
し
、
節
水
に
心
が
け
る

な
ど
、
限
り
あ
る
水
を
豊
か
な
暮
ら
し
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

６月１日～ ７日は
水道週間です

下水道排水設備指定工事店
名　　称 住　　　　　　所 電話番号

 ㈱日新設備 大津市大谷町 １９－１２ � 077 ◦ 5２２ ◦ １480
 ㈱井野工業所 草津市矢橋町 588－３ � 077 ◦ 56３ ◦ ２46９
片山設営 甲賀市水口町山 6２5－4９ � 0748 ◦ 6３ ◦ 050３
村防工業（株） 東近江市上平木町 １850－１ � 0748 ◦ ２２ ◦ 66１１

指定給水装置工事事業者
名　称 住　　所 電話番号

 ㈱日新設備 大津市大谷町 １９－１２ � 077 ◦ 5２２ ◦ １480
 ㈱千商 草津市南笠東三丁目 ２0－44 � 077 ◦ 56３ ◦ 8１7１
 ㈱井野工業所 草津市矢橋町 588－３ � 077 ◦ 56３ ◦ ２46９
 ㈱松本設備工業所 大阪市東淀川区瑞光 4－１２－３ � 06 ◦ 6３２6 ◦ １8２２
梅谷設備工業所 東近江市八日市金屋三丁目 ３－３ � 0748 ◦ ２２ ◦ 0２９３
片山設営 甲賀市水口町山 6２5－4９ � 0748 ◦ 6３ ◦ 050３
山村設備 草津市青地町 ９8－１２ � 077 ◦ 564 ◦ 6576
コニシ電工 蒲生郡日野町村井 １468 � 0748 ◦ 5２ ◦ ３３50
今明水道（株） 守山市吉身五丁目 １－３ � 077 ◦ 58３ ◦ １２8９

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　

�
71
◦
２
３
３
８

パイロットマーク

下記の下水道排水設備指定工事店と指定給水装置工事事業者を
追加しました。
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　雨がよく降り、子どもと家の中で過ごす時間が増え
る時期になりました。お菓子やジュースを口にする機
会も増えますが、メリハリのある生活は維持したいで
すね。
　今回は、生活リズムと子どものむし歯の関連につい
てお伝えします。

生活リズムの乱れはむし歯に影響するの？

　資料１はある市で調査した結果です。遅く寝る子どもほ
どむし歯が多い傾向にあることが分かります。起きている
間にダラダラと食べてしまったり、早く寝かせようと歯み
がきがついおろそかになったりすることが原因でしょう。
湖南市でも夜型の生活をする家庭が多くなり、寝る時間の
不規則な子どもが増えてきています。
　早く寝ることと寝る前の歯みがき、仕上げみがきが大切
なポイントです。

健康　　知識健康　　知識豆豆知っ
て得する

　保健福祉課 �77◦7008　　　健康政策課 �72◦4008

「ダラダラ食べ」はむし歯になりやすい？

　食べ物を食べると、むし歯菌の作用
で口の中は数分で酸性になります。こ
の酸によって歯の表面が溶け始めま
す。これを防いでくれるのが唾液です。
唾液は40分ほどかけて酸性になった口
の中を元の状態に戻し、また溶け始め
た歯も元に戻り始めます。
　ところが、食事のほかに一日に何度もおやつを食べてい
ると、歯は溶けっぱなしになります（資料２）。欲しがるた
びに与える「ダラダラ食べ」では、たとえアメ一つでも口
の中はすぐ酸性になります。
　もともと子どものおやつは、三度の食事だけでは取れな
い栄養を補う役割があり、「おやつ＝甘いものやお菓子」
ではありません。例えば、小さいおにぎり、ふかし芋、簡
単なお好み焼きや果物などでもいいですね。
　おやつは時間を決めて、歯につきにくいもの、むし歯に
なりにくいものを選びましょう。

子どもの生活習慣シリーズ

　次回は生活リズムに深く関わりの
ある睡眠を取り上げます。

就寝時間と一人平均むし歯数
1歳6カ月児健康診査 3歳児健康診査

資料１

資料2

生活リズムと歯についてその1

　滋賀県保険者協議会では、滋賀県内に事業
所のある政府管掌健康保険ならびに、健康保
険組合（この事業を実施している県内の組合）
の加入者およびその家族と国民健康保険の加
入者のかたがたを対象として、“温泉等協力施
設”を利用した健康づくりの事業を実施して
います。

　
○市民課国保年金・老人医療担当〔東庁舎〕�71◦2324
○市民生活課国保・老人医療担当〔西庁舎〕�77◦7015

「ゆカード」がスタンプでいっぱいになれば…

抽選で健康グッズのプレゼント！
　「ゆカード」を加入している健康保険組合の窓口へ提
出してください。提出いただいた「ゆカード」の中から、
半年に１回抽選を行い、県内で２００名のかたに健康グッ
ズカタログの中からお好きな品１点を差し上げます。
抽選の結果は各当選者に郵便でお知らせします。

■問い合わせ先
滋賀県国民健康保険団体連合会（滋賀県保険者協議会）
�077◦522◦2601

＜優待サービスの受け方＞
　お湯めぐりパンフレットに掲載されている施設を利用
する際に、「ゆカード」を提示すると、割引のサービスや
スタンプの押印が受けられます。
　なお、お湯めぐりパンフレットおよび「ゆカード」は、
市民課（東庁舎）または市民生活課（西庁舎）の国民健康保
険・老人保健の窓口に備え付けています。

も
し
く
は

本 本

ダラダラ食べている日の口の中
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じ
」、「
せ
ん
た
く
」、「
家
計
の
や

り
く
り
」、「
育
児
・
子
ど
も
の
世

話
」
な
ど
の
家
事
や
育
児
は
、
６

割
か
ら
８
割
ま
で「
妻（
女
性
の
同

居
人
）」
が
担
当
し
、「
高
齢
者
・

病
人
の
世
話
」
も
半
数
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。「
夫（
男
性
の
同
居

人
）」
の
役
割
で
割
合
が
高
く
な
る

の
は
、「
生
活
を
支
え
る
主
た
る
収

入
源
」（
66
・
0
％
）、「
自
治
会
・

町
内
会
活
動
」（
44
・
9
％
）で
す（
表

２
）。

　

こ
れ
ら
意
識
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
、
左
記
の
と
お
り
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
20
歳
以
上
の
市
民
2
千

人
を
対
象
に
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
各
社
会
の
場
に
お
け

る
男
女
平
等
意
識
に
つ
い
て
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
平
等
感
が
最
も
高

い
の
は「
学
校
教
育
の
場
」（
57
・

3
％
）で
、「
家
庭
生
活
」
や「
職

場
」、「
政
治
の
場
」、「
社
会
通
念

や
し
き
た
り
」
な
ど
は
、
6
割
近

く
の
人
が
男
性
優
遇
と
見
て
い
ま

す（
表
１
）。
一
方
、「
法
律
や
制
度

上
」
で
は
男
性
優
遇（
39
・
2
％
）

と
平
等（
33
・
7
％
）と
に
意
見
が

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
事
の
し
た
く
」
や

「
食
事
の
後
か
た
づ
け
」、「
そ
う

市
民
意
識
調
査
か
ら

7

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
常

に
注
意
を
払
い
、
も
し
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
と
き
は
そ
の
相
談
を
受

け
、
被
害
救
済
の
た
め
に
速
や
か

に
適
切
な
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

市
に
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
９
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
い

ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
や

心
配
事
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

■問い合わせ先
　人権政策課人権対策担当〔東庁舎〕　
　�71◦2354

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

６
月
１
日（
木
）は
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

辻　井　晋一郎　�７７◦２９７０
大　西　　　幸　�７７◦３２４４
田　村　　　宏　�７７◦３４０１
長谷川　あさ子　�７７◦３３０８
奥　村　忠　司　�７２◦１６８６
井　上　松　雄　�７４◦２１０７
打　田　絹　子　�７２◦８３１４
山　中　信　子　�７２◦０５７５
伊　原　康　晃　�７５◦００８３

○湖南市の人権擁護委員（敬称略）

６月23日（
金）～ 29日（

木）は

「男女共同
参画週間」

です。

■男女平等に関する意識 ■家事などの主な担当者表 1 表 2

　
湖南市男女共同参画セミナー

「意識調査の結果から
　　 見えてくるもの」

■日時　6月24日（土）　
　午後１時30分～３時
■場所　共同福祉施設（サンラ
イフ甲西）
■講師　早田リツ子さん（女性
史研究家・湖南市男女共同参
画懇話会アドバイザー）
■問い合わせ先　人権政策課男
女共同参画担当〔東庁舎〕
�71◦2354　�72◦2201

人権イメージキャラクター「人KENまもる君」・「人KENあゆみちゃん」
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■開
か い

催
さ い

時
じ

間
か ん

　午
ご

後
ご

7時
じ

30分
ぷん

～ 9時
じ

（全
ぜん

講
こう

座
ざ

）
☆�手

しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

・託
たく

児
じ

サービスがあります。それぞ
れ各

かく

講
こう

座
ざ

開
かい

催
さい

日
び

の１週
しゅう

間
かん

前
まえ

までにお申
もう

し込
こ

み
ください。
☆参

さん

加
か

申
もう

し込
こ

みは不
ふ

要
よう

です。
■申

も う

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ先
さ き

　人
じん

権
けん

教
きょう

育
いく

課
か

〔西
にし

庁
ちょう

舎
しゃ

〕�77◦7036　�77◦4101

～毎
ま い

月
つ き

第
だ い

３木
も く

曜
よ う

日
び

は「人
じ ん

権
け ん

啓
け い

発
は つ

講
こ う

座
ざ

の日
ひ

」～

「人
じ ん

権
け ん

教
きょう

育
い く

基
き

礎
そ

講
こ う

座
ざ

」
大
お お

寺
て ら

和
か ず

男
お

さん（ＮＰＯ法
ほ う

人
じ ん

子
こ

どもの人
じ ん

権
け ん

総
そ う

合
ご う

研
け ん

究
きゅう

所
し ょ

代
だ い

表
ひょう

）
　人

じん

権
けん

教
きょう

育
いく

ってどうして必
ひつ

要
よう

なの？子
こ

どもの人
じん

権
けん

を守
まも

る活
かつ

動
どう

から見
み

えてきた“人
じん

権
けん

”に関
かん

するお
話
はなし

。

①6月
が つ

15日
に ち

（木
もく

）　石
い し

部
べ

文
ぶ ん

化
か

総
そ う

合
ご う

センター

「高
こ う

齢
れ い

者
し ゃ

虐
ぎゃく

待
た い

の現
げ ん

状
じょう

とその防
ぼ う

止
し

について」
講
こ う

師
し

調
ちょう

整
せ い

中
ちゅう

　高
こう

齢
れい

者
しゃ

虐
ぎゃく

待
たい

とは？それを防
ふせ

ぐためにわたした
ちができることとは何

なに

か？

②7月
が つ

20日
か

（木
もく

）　共
きょう

同
どう

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

（サンライフ甲
こう

西
せい

）

「地
ち

域
い き

とともに守
ま も

り育
そ だ

てる子
こ

どもの未
み

来
ら い

」
山
や ま

本
も と

朝
あ さ

美
み

さん（大
お お

津
つ

市
し

・小
こ

鳩
ば と

乳
にゅう

児
じ

院
い ん

副
ふ く

施
し

設
せ つ

長
ちょう

）
　子

こ

どもを守
まも

るには、地
ち

域
いき

の人
ひと

の力
ちから

がとても大
たい

切
せつ

。でもどうすればいいの？施
し

設
せつ

における子
こ

ど
もとの関

かか

わりを通
とお

して、子
こ

どもの未
み

来
らい

について
考
かんが

えます。

③8月
が つ

24日
か

（木
もく

）　石
い し

部
べ

文
ぶ ん

化
か

総
そ う

合
ご う

センター

市
し

民
みん

学
が く

習
しゅう

交
こ う

流
りゅう

センター (サンヒルズ甲
こう

西
せ い

) 本
ほ ん

館
か ん

「たいけん、はっけん、ほっとけん！
　　　～差

さ

別
べ つ

っていったい何
な ん

やねん？～」
　川

か わ

口
ぐ ち

泰
や す

司
し

さん（山
や ま

口
ぐ ち

県
け ん

人
じ ん

権
け ん

啓
け い

発
は つ

センター）
　�　自

じ

身
しん

の部
ぶ

落
らく

差
さ

別
べつ

との出
で

合
あ

いや出
で

合
あ

い直
なお

しな
どについて力

ちから

強
づよ

く語
かた

ります。差
さ

別
べつ

って何
なん

だろ
う、わたしたちができることは何

なに

かについて
考
かんが

えます。

④9月
が つ

21日
に ち

（木
もく

）

■
日に

ち

時じ　

８
月が

つ

５
日か

（
土ど

）

○
甲こ

う

西せ
い

文ぶ
ん

化か

ホ
ー
ル
前ま

え

　

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

15
分ふ

ん

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

○
西に

し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

前ま
え

　

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

30
分ぷ

ん

出し
ゅ
っ

発ぱ
つ

■
行い

き
先さ

き　

杉す
ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね

記き

念ね
ん

館か
ん

、
人じ

ん

道ど
う

の
丘お

か

な
ど（
岐ぎ

阜ふ

　

県け
ん

八や

百お

津つ

町ち
ょ
う

）

■
対た

い

象し
ょ
う

者し
ゃ　

市し

内な
い

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

ま

た
は
在ざ

い

勤き
ん

の
人ひ

と（
小し

ょ
う

学が
く

生せ
い

以い

上じ
ょ
う

）

※
小し

ょ
う

学が
く

生せ
い

は
保ほ

護ご

者し
ゃ

の
同ど

う

伴は
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す
。

■
参さ

ん

加か

費ひ　

1,
5
0
0
円え

ん

程て
い

度ど

（
入に

ゅ
う

館か
ん

料り
ょ
う

、
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

、
昼ち

ゅ
う

食し
ょ
く

代だ
い

な
ど
）

■
申も

う
し

込こ
み

方ほ
う

法ほ
う　

６
月が

つ

30
日に

ち（
金き

ん

）

ま
で
に
電で

ん

話わ

か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申も

う

し
込こ

み
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申も

う

し
込こ

む
場ば

合あ
い

は
、
住じ

ゅ
う

所し
ょ

、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

氏し

名め
い

、

年ね
ん

齢れ
い（

小し
ょ
う

・
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
場ば

合あ
い

は
学が

く

年ね
ん

も
）、
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

を

明め
い

記き

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申も

う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ
先さ

き

　

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

〔
西に

し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

〕

　

�
77
◦
7
0
3
6

　

�
77
◦
4
1
0
1

　

皆み
な

さ
ん
は
、“
ミ
ス
タ
ー
杉す

ぎ

原は
ら

”
の
名な

前ま
え

を
知し

っ
て
い
ま
す
か
？

日に

本ほ
ん

の
シ
ン
ド
ラ
ー
と
呼よ

ば
れ
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
に
よ
る
迫は

く

害が
い

か

ら
6
千せ

ん

人に
ん

も
の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
守ま

も

っ
た
外が

い

交こ
う

官か
ん

で
す
。

　

第だ
い

２
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の
さ
な
か
、
人ひ

と

の
命い

の
ち

の
重お

も

み
を
誰だ

れ

よ
り
も
尊そ

ん

重ち
ょ
う

し
た
杉す

ぎ

原は
ら

千ち

畝う
ね

の
こ
と
を
学ま

な

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を

ナ
チ
ス
の
迫は

く

害が

い

か
ら
救す

く

っ
た

杉す

ぎ

原は

ら

千ち

畝う

ね

を　
　

ろ
う
！

知し
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５
月
１
日
、
市
内
各
地
で
春
の
例
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
日
枝
神
社（
下
田
）、
上

葦
穂
神
社（
柑
子
袋
）、
吉
姫
神
社
・
吉
御
子
神
社

（
石
部
）の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
は
、
巫
女
さ
ん
や
お
稚
児

さ
ん
も
加
わ
っ
て
、
村
の
安
全
や
豊
作
を
祈
願
す

る
厳
か
な
儀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
の
ち
、

好
天
に
恵
ま
れ
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
な
か
、
古

い
町
並
み
や
田
園
風
景
の
中
を
神
輿
が
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　

時
折
吹
く
さ
わ
や
か
な
春
の
風
も
、一
生
懸
命
、

神
輿
を
担
ぐ
男
衆
や
子
ど
も
た
ち
の
汗
を
乾
か
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

夏
が
近
い
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

日
枝
神
社

こ
な
ん
の
春
祭
り

吉
姫
神
社

吉
御
子
神
社

上
葦
穂
神
社



　

５
月
18
日
、
い
し
べ
共
働
作
業
所（
代
表 

川
合
末
二
郎
さ
ん
）に
待
望

の
軽
自
動
車（
車
い
す
対
応
）が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
車
は
、
滋
賀
県
遊

技
業
協
同
組
合
が
寄
贈
し
た
も
の
。
主
に
送
迎
車
両
と
し
て
活
用
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
交
通
手
段
が
な
く
通
所
で
き
な
か
っ
た
人
も
通
所
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
作
業
所
は
障
が
い
の
あ
る
人
が
働
く
場
と
し
て
、
昭
和
62
年
に
東

寺
に
開
所
し
ま
し
た
。
現
在
、
11
人
の
知
的
障
が
い
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

が
４
人
の
指
導
員
と
共
に
、
朝
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
冷
蔵

庫
の
部
品
の
組
み
立
て
や
お
茶
の
袋
詰
め
な
ど
の
作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

指
導
員
の
小
西
さ
ん
は「
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
、
い
ず
れ
は
企
業

に
就
職
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
共
に

働
く
仲
間
が
ひ
と
り
で
も
増
え
る
よ
う
、
頂
い
た
車
を
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
し
べ
共
働
作
業
所
に
送
迎
用
自
動
車

●
滋
賀
県
遊
技
業
協
同
組
合
が
寄
贈

　

犯
罪
を
抑
止
し
、
区
民
や
訪
問
者
に
注
意
を
促
す
た
め
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
区
が
地
元
業
者
の
協
力
を
得
て
、
こ

の
ほ
ど
区
内
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
３
か
所
に
防
犯
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

同
区
へ
の
出
入
り
に
は
4
か
所
あ
る
名
神
高
速
道
路
の
高
架

下
を
く
ぐ
る
ト
ン
ネ
ル
の
い
ず
れ
か
を
必
ず
通
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
さ
に
関
所
と
言
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
1
か
所
の
み

防
犯
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
設
置
で
す
べ

て
の
ト
ン
ネ
ル
付
近
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

看
板
に
は「
不
審
者（
車
）の
顔
・
服
装
・
ナ
ン
バ
ー
チ
ェ
ッ

ク
実
施
中
」
と
書
か
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
も
留
ま
り
や
す

い
所
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
区
の
矢
田
邦
昭
区
長
は
、「
わ
が
区
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
、

安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
。
４
つ
の
防
犯
看
板
が
住
民
の

安
全
を
見
守
る
言
わ
ば
関
守
と
し
て
強
い
見
方
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

４
つ
の
関
所
と
関
守

●
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
区
が
防
犯
看
板
設
置
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４
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
18
年
度
谷
村
杯
争
奪
滋
賀
県
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
女
選
手
権
大
会
に
湖
南
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
思
雄
会
が
出
場
、
見
事
優

勝
に
輝
き
、
９
月
に
奈
良
県
で
開
か
れ
る
近
畿
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
総
合
男
女

選
手
権
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

思
雄
会
は
市
内
を
流
れ
る
思
川
の
近
く
に
住
む
男
性
が
集
ま
り
昭
和
56
年
に
結

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
、
現
在
は
市
内
在
住
、
在
勤
な
ど
の
男
性
16
人
が
在
籍
。
毎

週
１
回
、
市
総
合
体
育
館
で
夜
間
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。
５
月
14
日
に
開
催
さ

れ
た
市
内
の
大
会
で
も
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝
、
実
力
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
す
。

　
「
目
標
は
６
月
に
開
催
さ
れ
る
全
日
本
９
人
制
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
滋
賀
県
予
選
で
優

勝
す
る
こ
と
で
す
」
と
監
督
の
園
田
義
満
さ
ん
。
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
ま
す
。

思
雄
会
、
県
大
会
で
優
勝
、
近
畿
大
会
へ

●
谷
村
杯
県
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

４
月
25
日
、
十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
周
辺
で
市
観
光
物
産
協
会
役
員
や
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド「
あ
・
ゆ
・
む
」
を
は
じ
め
、
県
お
よ
び
市
職
員
ら
約
90
人
に
よ

る
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
な
い
湖
国
滋
賀
」
と
、
本
県
を
訪
れ
る
人
を
温
か
く

迎
え
る
受
入
環
境
づ
く
り
を
進
め
る「
観
光
滋
賀
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
前
に
県
お
よ
び
市
が
実
施
し
た
も
の
。

　

参
加
者
は
、十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
を
起
点
に
、

善
水
寺
、
岩
根
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
磨
崖

仏
不
動
明
王
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
火
バ
サ

ミ
と
ご
み
袋
を
手
に
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ご
み
回
収
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
回
収

し
た
約
１
ｔ
も
の
ご
み
の
な
か
に
は
、
心
な
い

人
が
捨
て
て
い
っ
た
粗
大
ご
み
が
い
っ
ぱ
い
。

改
め
て
不
法
投
棄
の
多
さ
に
参
加
者
は
一
様
に

目
を
み
は
っ
て
い
ま
し
た
。

　

美
し
い
風
景
は
誰
の
心
も
癒
し
ま
す
。
観
光

客
に「
ま
た
来
て
み
た
い
ね
」
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
ご
み
の
な
い
観
光
地
に
し
た
い
も

の
で
す
ね
。

観
光
客
を
温
か
く
お
迎
え
す
る
た
め
に

●
十
二
坊
温
泉
で
「
観
光
地
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

地域からの

メッセージ ★防ごう非行　守ろう誘惑　地域の手で  ★人権は　笑顔を添えて　たすけ愛 湖南市青少年育成市民会議

　昭和30年8月から平成11年6月までの44年間、
下田郵便局に勤務、昭和44年3月からは特定郵便
局長として勤務されました。
　「千載一遇の受賞に家族みんなで感激していま
す。支えてくださった多くのかたがたに心から
感謝しています。ライフスタイルの変化ととも
に郵便局の役割を見直し、利潤追求型から脱却
して地域密着型を目指して親しまれる郵便局づ
くりに永年努力してきたことが認められて本当
に嬉しいです。これからは自分の体力と相談し
ながら、多くのかたからご支援をいただいた分
を地域の皆様に万分の一でも奉仕し報いたいと
思っています」（談）

　5月23日、三雲東小学校の６年生53
人が、鮎の稚魚の放流を行いました。
　鮎の放流は、市内の小学生に、この
体験を通じて河川環境の保護について
関心を持ってもらおうと、野洲川漁業
協同組合（神田泰男組合長）が行ってい
るもの。この日はあいにくの曇り空の
下、午前10時30分に新生橋付近の右岸
から15㎝ほどの鮎の稚魚100㎏（約8千
匹）が放流されました。
　放流された鮎は元気に川を泳ぎ、大
きく成長して戻って来ることでしょう。

瑞宝双光章
谷村 五兵衞さん

（下田北・71歳）
（郵政事業功労）

おめでとうございます 春の叙勲

　５月12日に高槻市で
開催された近畿都市選
挙管理委員会連合会で、
住本清さんが近畿都市
選挙管理委員会連合会
表彰を受賞されました。
　住本さんは、平成11
年10月28日から旧石部
町選挙管理委員会委員、
委員長を歴任され、湖南市発足後も引き続き
選挙管理委員会委員として各種選挙の管理執
行に尽力されています。

近畿都市選挙管理委員会
連合会表彰を受賞

 住本 清さん

（宮の森）

すくすく育って帰ってきてね
●三雲東小児童が鮎を放流
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■�

第
３
回
湖
南
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

　

日
時　

６
月
25
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

総
合
体
育
館

■
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

　

�〔
予
選
ラ
ウ
ン
ド
〕

　

日
時　

７
月
2
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

親
水
公
園

　
〔
準
決
勝
・
決
勝
戦
〕

　

日
時　

７
月
9
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■�

地
区
対
抗
＆
夏
の
卓
球
グ
ラ
ン

プ
リ

　

日
時　

７
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

総
合
体
育
館

■
第
2
回
湖
南
市
春
季
剣
道
大
会

　

日
時　

７
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

雨
山
体
育
館

■�

第
２
回
湖
南
市
ふ
れ
あ
い
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

日
時　

７
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

総
合
体
育
館

■
ジ
ュ
ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
ス
ク
ー
ル

　

日
時　

７
月
25
日（
火
）

　

午
前
８
時
〜

　

会
場　

美
松
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

■�

市
長
杯
ペ
ア
ー
ゴ
ル
フ
大
会

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
）

　

日
時　

７
月
29
日（
土
）

　

午
前
８
時
〜

　

�

会
場　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
■�

湖
南
市
夏
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大

会

　

日
時　

７
月
30
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜

　

会
場　

総
合
体
育
館

○日時…６月17日（土）
　午後７時～９時（毎月第３土曜日）
○会場…総合体育館
○�種目…卓球、バドミントン、パドルテニス、

バスケットボール、キンボールなど
★�太極拳の体験もできます。皆さんの参加
をお待ちしています。

■�日時　６月14日～ 7月12日
　〔毎週水曜日・全５回〕
　午後７時30分～９時
■会場　石部小学校体育館
■内容　各種ニュースポーツ

❖レクリエーションゲーム❖
スマイルボウリング❖ドッヂ
ビー❖ペタンク❖ボールエク
ササイズ❖ファミリーバドミ
ントン❖おじゃビンゴ❖キン
ボール❖リズム体操❖グラウ

　

�

第
２
回
湖
南
市
民
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
春
季
大
会

４
月
22
日
・
野
洲
川
親
水
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

〈
優　

勝
〉　

湖
南
ク
ラ
ブ

〈
準
優
勝
〉　

緑
ヶ
丘

〈
第
３
位
〉　

み
ど
り
の
村

　

春
季
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

４
月
30
日
・
野
洲
川
グ
ラ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
場

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉
水
谷　

保
幸

〈
準
優
勝
〉
諫
山　

航
平

〈
第
３
位
〉
山
川　

政
昭

山
田　

広
美

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉
野
村　

典
子

〈
準
優
勝
〉
永
井　

幸
恵

　

�

湖
南
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
＆
県
民
体
育
大
会
予

選
会

５
月
14
日
・
総
合
体
育
館

【
男
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉
思
雄
会

〈
準
優
勝
〉
湖
南
市
教
員

【
女
子
の
部
】

〈
優　

勝
〉
思
勇
会

〈
準
優
勝
〉
桔
梗
ク
ラ
ブ

〈
第
３
位
〉
飛
翔
ク
ラ
ブ

ンドゴルフ などの中から実施
します。
■�対象　小学生以上で、市内在

住または在勤者
※ 小学生は保護者同伴、中学生

は保護者送迎とします。
■参加費　500円
■申込期限　６月９日（金）
■申し込み・問い合わせ先
　 生涯学習課スポーツ振興室
〔石部文化総合センター内〕
　�77◦7045・�77◦6253

■対象　市内在住の人
■活動日時　毎週木曜日
　午前10時～ 11時30分
■会場　総合体育館
■�内容　ビーチボール、バドミントン、

卓球など
※ 気軽にできるようアレンジした内容です。

■活動費　一人１回100円
■�持ち物　体育館シューズ、
　タオル、飲み物など
■申し込み・問い合わせ先
　スタッフ : 九條　�・�72◦2504

　ニュースポーツは「どこでも、誰でも」
を合い言葉に開発された、無理なく運動を
楽しむためのスポーツプログラムです。

誰でも気軽に簡単に楽しく

　

皆
さ
ん
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。��

誰
も
が
気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
み
ん
な
で
つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

ちょいと スポーツ クラブ
参加者募集 総

合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
目
指
し
て 

無料
開放 みんなで運動する日

　

湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

　

館
内
〕　　
　

�
71
◦
３
３
０
６

�
72
◦
７
１
１
７

問
い
合
わ
せ
先

スポーツ
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I
N

F
O

R
M

A
T

I
O

N
･
市
県
民
税（
第
１
期
分
）

･
国
民
健
康
保
険
税（
第
３
期
分
）

･
下
水
道
受
益
者
負
担
金（
第
１
期

　
　
分
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
料

･
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
6
月
30
日（
金
）で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月
の
納

め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省
け
ま
す
。

　

通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の
う
え
、

取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・
甲
賀
郡

農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ
銀
行
・
滋

賀
県
信
用
組
合
・
湖
東
信
用
金
庫
・

近
畿
労
働
金
庫
）、
郵
便
局
の
窓
口
で

手
続
き
を
行
う
と
、
翌
月
以
降
か
ら

口
座
振
替
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続
き

を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く
な
っ

て
も
、
口
座
振
替
解
約
の
手
続
き
を

行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

・
市
民
税
担
当　
　

71
●
2
3
1
9

・
固
定
資
産
税
担
当

71
●
2
3
2
1

・
納
税
担
当　

 　
　 

71
●
2
3
2
0

① 

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
補
助
員
技
能
講

習
■
対
象　

県
内
在
住
の
55
〜
68
歳
の

人
■
日
時　

７
月
11
日（
火
）
〜
26
日

（
水
）　

午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所　

滋
賀
ビ
ル（
J
R
大
津
駅

前
）

■
定
員　

25
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

6
月
28
日（
水
）

②
介
護
講
習
訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
）２
級
課
程

■
対
象　

県
内
在
住
の
55
〜
65
歳
の

人
■
会
場　

県
内
５
会
場

　

ａ
聖
泉
大
学（
彦
根
市
）

　

ｂ
龍
谷
大
学（
大
津
市
）

　

ｃ
連
合
会
セ
ミ
ナ
ー
室（
大
津
市
）

　

ｄ
滋
賀
文
化
短
期
大
学（
東
近
江

　
　

市
）

　

e
野
洲
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
　

タ
ー

■
講
習
期
間

　

６
月
26
日（
月
）か
ら
７
月
後
半
に

か
け
順
次
開
講

■
定
員　

各
20
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
申
込
期
限　

　

a
･
b　

6
月
15
日（
木
）

　

ｃ　
　
　

6
月
22
日（
木
）

　

ｄ
･
e　

7
月
6
日（
木
）

■
費
用　

①
②
と
も
無
料（
教
材
は
支

給
）

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
講
習

名
、
講
習
会
場
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢（
生
年
月
日
）、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
各
申
込
期
限

ま
で
に
必
着
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）滋
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

　

ー
連
合
会（
〒
5
2
0

－

0
0
5
1
大

津
市
梅
林
一
丁
目
3

－

10
）

　

0
7
7
●
5
2
5
●
4
1
2
8

　

0
7
7
●
5
2
7
●
9
4
9
0

　　

議
会
は
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会

事
務
局
に
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※ 

市
議
会
だ
よ
り
第
6
号
で
、
開
会

日
が
6
月
6
日（
火
）と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
6
月
8
日（
木
）に
変

更
と
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
開
議
時
刻　

午
前
９
時
30
分
〜

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

議
会
事
務
局〔
東
庁
舎
〕

71
●
２
３
４
７

72
●
２
４
９
５

今
月
の
納
税
な
ど

■印…休所日
□印…「粗大ごみ」戸別収集日
※「粗大ごみ」戸別収集の申込締切は、収集日の前
の週の金曜日までとなります。リサイクルプラザ
へ電話でお申し込みください。

※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前9時～
午後4時です。

　●犬用紙おむつ（小型犬用）　●卓上ドライヤー　
　●ふとん乾燥機　●油圧式健康歩行器
　●大型扇風機　●ジュニアシート　
　●2ドア冷蔵庫　●製図用ドラフター一式　
　●畳ベッド（シングル）

　●算数セット（小学校入学時用）　
　●ドラムセット
　●日枝中学校体操服（Ｍ～Ｌ）、ヤッケ（Ｍ）　
　●卓球台（家庭用）　●三輪車　●乗用玩具
　●プラレール　●大人用自転車（ロード用）
※ 交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人
の間で直接行っていただきます。その際、連
絡先電話番号を相手方にお伝えすることにな
りますのでご了承ください。
■問い合わせ先
　環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕
　 71●2358

情報あらかると

納
税
な
ど
は

       

口
座
振
替  

で
！

情
報
あ
ら
か
る
と

6
月
議
会
は
8
日（
木
）

か
ら
開
催
し
ま
す

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理
する施設です。燃えるごみ、家電リサイクル4
品目、家庭用パソコンなどお預かりできないも
のがあります。「保存版ごみの分け方出し方マ
ニュアル」で必ず確認してください。

日 月 火 水 木 金 土
　 　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

6月

再
就
職
を
目
指
す
シ
ニ

ア
の
た
め
の
講
習
会

　　 交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
75●3933



�72◦7444
伝統工芸会館本館
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情報あらかると

■
募
集
人
員　

10
人
程
度

■
応
募
資
格　

高
校
生
以
上（
男
女

不
問
）

■
業
務
内
容　

プ
ー
ル
開
始
の
準

備
、
監
視
、
後
片
付
け
な
ど

■
賃
金　
〈
時
給
〉
7
5
0
円

■
勤
務
時
間　

 

午
前
９
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

■
期
間　

７
月
８
日（
土
）・
９
日

　
（
日
）、
７
月
15
日（
土
）～
８
月
31

日（
木
）の
月
曜
日
を
除
く
毎
日

■
問
い
合
わ
せ
先　

雨
山
管
理
事
務

所（
石
部
公
共
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
）　　
　
　
　

�
77
◦
５
４
０
０

　

未
登
録
の
銃
砲
刀
剣
類
を
お
持
ち

の
人
は
、
警
察
署
に
持
参
し
て
刀
剣

類
発
見
届
出
済
証
の
交
付
を
受
け
、

左
記
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
で

審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

６
月
８
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

滋
賀
県
庁
大
津
合
同
庁
舎

７
Ｂ
会
議
室

■
持
参
品　

銃
砲
刀
剣
類（
現
物
）、

警
察
署
発
行
の
刀
剣
類
発
見
届
出

済
証
、
審
査
手
数
料（
１
件
に
つ

き
、
６
，
３
０
０
円
）、
再
交
付
手

数
料（
１
件
に
つ
き
３
，５
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化

財
保
護
課

　

�
０
７
７
◦
５
２
８
◦
４
６
７
２

■�

職
種
・
採
用
人
数　

三
雲
児
童
館

長　

１
人

■�

応
募
資
格　

平
成
18
年
4
月
1
日

現
在
、
64
歳
以
下
の
パ
ソ
コ
ン
経

験
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
。

①
保
育
士
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
取

　

得
者

②
児
童
福
祉
事
業
で
2
年
以
上
の
実

　

務
経
験
者

③
児
童
指
導
員
の
資
格
取
得
者

■�

職
務
内
容　

児
童
館
の
運
営
、
管

理
な
ど

■�

勤
務
日
時　

水
曜
日
～
日
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

■
賃
金　

月
額
18
万
円

※ 

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■�

雇
用
期
間　

７
月
１
日
～
平
成
19

年
３
月
31
日

※ 

「
湖
南
市
臨
時
職
員
及
び
嘱
託
職

員
の
任
用
等
に
関
す
る
要
綱
」
に

基
づ
き
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■�

応
募
方
法　

６
月
１
日
（
木
）
～
14

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

■雇用期間
　平成18年9月30日まで
※詳しくはお問い合わせくだ
　さい。
■問い合わせ先
　 総 務 課 人 事 研 修 担 当
〔東庁舎〕 �71◦2312

臨時保育士募集中
（常勤および朝・夕のパート）

日
（
水
）
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 

試
験
日
は
応
募
の
際
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

 

総
務
課
人
事
・
研
修
担
当
〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
　

�
71
◦
２
３
１
２

　

�
72
◦
３
３
９
０

市
民
プ
ー
ル
監
視
員

（
ア
ル
バ
イ
ト
）
募
集

■参加資格
・ 身体障害者手帳を持っ

ている13歳以上の人
・ 療育手帳を持っている

か、その取得に準ずる
障がいのある13歳以上
の人

嘱
託
職
員
募
集

　最近忙しくて子どもと遊んでいない人、家事や育児で少しストレス
がたまっている人、あったかほーむで子どもと遊んでみませんか？

■申込方法
　 6月26日（月）までに社会福祉課に

備え付けの申込書を提出してくだ
さい。
■申し込み・問い合わせ先
　 社会福祉課障害福祉担当〔東庁舎〕
�71◦2364・�72◦3788

6月26日（月）　午前10時～

■�対象　就学前までの子ども
と保護者
■内容
・スタッフによる紙芝居
・親子で一緒にするゲーム
・ 七夕の飾り作りと飾り付け

■申込方法　6月16日（金）まで
に　電話でお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ先
　あったかほーむ　いしべ宿　
　（担当：大野）
　�・�　77◦6723

あったかほーむ�いしべ宿（石部医療センター向かい）

 プレゼントも用意していますのでお楽しみに！

7月30日（日）　午前9時15分～正午
大津ボウル場所

場所

「藍染め絞り染め展」作品募集
　江戸時代に京都から技術が伝えられた正藍染は、下田地域
で今なお藍の栽培から染色、織りに至るまでが一貫して行わ
れています。
　この正藍染を利用したＴシャツ、のれん作品を募集します。

ボウリング

※いずれも午前9時～正午、午
後１時～午後3時
■作品の搬入・搬出
〈搬入〉
　7月1日（土）～ 7月8日（土）
　午前10時～午後5時
〈搬出〉
　7月28日（金）～ 7月30日（日）
　午前10時～午後5時　
■作品の展示期間
　7月13日（木）～ 27日（木）
　午前10時～午後５時
※スペースが限られているた

め、一部作品が展示できない
場合がありますので、ご了承
ください。
■応募方法　6月18日（日）まで

に伝統工芸会館へお申し込み
ください。

※各自で白色半袖 T シャツ（綿
100 %）ま た は の れ ん（幅１
ｍ、長さ1.5m 以内）を用意し
てください。
■その他　月・火曜日は休館日

です。7月9日（日）は臨時休
館します。

■応募資格　16歳以上の人
■応募内容　事前にTシャ

ツ
　またはのれんに自由に絞

りを施しておき、染色体
験日に「紺喜染織」で染色
し、その後その作品を出
展する。

※手法は絞りのみ可、ろう
けつ染めは不可としま
す。

※審査はアート性を重視し
ます。
■応募点数　一人１点
■賞
○レークウェーブ賞（１点）
○ブルーアート賞（２点）
○佳作（数点）
※それぞれに記念品を贈呈し

ます。
■出品料　2,000円
■染色体験日
　6月24日（土）・25日（日）・

29日（木）・30日（金）



�72◦2133
甲西文化ホール

�77◦6250・�77◦6253

　生涯学習ボランティアの会「湖南まなび
すと」が生涯学習有志指導者「きらりスト」
を講師に迎え、講座をプロデュースしま
す。

　　　　　
　自分で作ったケーキを食べて手作りの
楽しみを味わいましょう !!
■日時　６月24日（土）
　午前10時～午後１時
■場所　下田公民館調理講習室

　今年の話題作のドラえもんをもう
一度大きなスクリーンで見ません
か！
７月２日（日）
①午前10時　②午後1時30分
■入場料　【前売】600円
〔ゆららプール券付小人〕800円
〔ゆららプール券付大人〕1,000円
※プール券付は各先着200人
※�プール券付のチケットは甲西文化
ホールのみの販売です。

【当日】800円
（３歳以上有料）【全席自由】�
■�前売券販売所　甲西文化ホール、
平和堂甲西中央店、平和堂甲西
店、アルプラザ水口店、ローソン
チケット�0570◦084◦005（L
コード＝51636）

映
画 

ド
ラ
え
も
ん

 
「
の
び
太
の
恐
竜
2
0
0
6
」

�77◦2535

石部南公民館

石部南公民館
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　淡海生涯カレッジは、各地域にある
多様な学習機関の連携を深め、公民館
などでの日常的な学習から大学などで
の専門的な学習までを組み合わせたシ
ステムです。
　県下ではこれまで大津校、草津校、
彦根校、長浜校が設置されていました
が、今年度から新たに湖南校が設置さ
れます。
　湖南校の学習テーマは、「住みよい暮
らしと地域社会をめざして」。健康づく
り、手打ちうどんづくり、年金制度や
地域の文化などについて学んだり体験
したりします。
■募集対象　18歳以上の人
■学習コース　各校土曜コース
■定員　各講座30人
■受講料　5,000円
■申込方法　６月９日（金）までに、はが
き、電話、ＦＡＸ、Ｅメールのいず
れかにより各校実行委員会までお申
し込みください。

※詳しくは各公民館に備え付けの募集
要領をご覧ください。

■問い合わせ先　淡海生涯カレッジ湖
南校実行委員会（生涯学習課内）〔石
部文化総合センター〕　　�77◦6250

 エクセル、ワードからシステムの相談
まで
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～ 11時30分
■講師�Ｉ・Ｉランドめーる編集スタッフ
※�事前に申し込みが必要です。その際
に相談内容をお知らせください。

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）

　人間関係の希薄さや心の問題が取りざ
たされている今日、近江学園創設者の糸
賀一雄氏が唱えた「この子らを世の光に」
の言葉の大切さをかみしめながら、これ
からの社会のあり方やわたしたちの生き
方を見つめ直す機会となるよう連続講座
を開催します。

○６月24日（土）
　「池田太郎氏から受け継いだもの」
　講師：北村信雄さん（元信楽学園長）

○７月15日（土）
　「田村一二氏からのメッセージ」
　講師：吉永太市さん（元一麦寮長）

○９月16日（土）
　「重症心身障害児と発達保障」
　講師：山崎正策さん（びわこ学園理事長）

○10月21日（土）
　「これからの福祉を考える」
　講師：真下祐治さん（元近江学園長、
前日野渓園長）

■場所　じゅらくの里福祉パーク館
■時間　午後１時30分～３時30分
■定員　各講座40人
■�申込方法　各講座とも開催日の前日ま
でに電話またはＦＡＸでお申し込みく
ださい。
※�受講料は無料ですが、各講座お茶代と
して200円を当日徴収します。
■申し込み・問い合わせ先
　滋賀県立近江学園
　�77◦2811　�77◦3630

石部南公民館

石部公民館

　パソコンをこれから始めたい人、少し
は習ったけど始めからやりたい人。みん
なでパソコンを楽しんでみませんか？
■日時　６月17日（土）・24日（土）
　午後１時30分～４時30分
■対象　市内在住または在勤の人
■定員　15人（先着順）
■受講料　無料（別途テキスト代が必要）
■講師　湖南まなびすと
■申込方法　6月12日（月）までに電話ま
たはＦＡＸでお申し込みください。
ＦＡＸでお申し込みの場合は、「パソ
コン講座受講希望」と書き、郵便番号・
住所・氏名・勤務先を記入してくだ
さい。

パソコン講座～はじめの一歩～

■対象　市内の小学校４～６年生
■定員　12人（先着順）
■�持ち物　エプロン・三角きん（大型ハン
カチでも可）・持ち帰り用手さげ袋
■材料費　200円（当日徴収）
■�講師　服部照代さん（きらりスト）
■�申込方法　６月16日（金）までに電話で
お申し込みください。なお、材料の準
備がありますので、申し込んだ人は必
ず出席してください。
■�申し込み・問い合わせ先
　�生涯学習課社会教育担当〔石部文化総合
センター内〕�77◦6250

近江学園創立60周年記念事業

連続「市民福祉講座」 淡海生涯カレッジ受講生募集

湖南校が開講

■会員期間
　平成19年３月31日まで
■年会費　1,000円
■主な特典
・�甲西・石部両文化ホール主催事業
のチケットを本人分のみ10％割引
で購入することができます。
・�一人２枚までチケットを一般発売
日よりも早く購入することができ
ます。
・�文化ホールで企画する舞台鑑賞ツ
アーに参加することができます。
■申込方法　年会費を添えて甲西文
化ホールへお申し込みください。

■申込期限　６月末日

会員募集

甲西文化ホールギャラリー展示

高齢者さろん手芸作品展
６月９日（金）～25日（日）
　
　高齢者支援ボランティア「すぎ
なの会」と「お針の会」は、主に
手芸を通してお年寄りに元気に過
ごしてもらおうと活動していま
す。作者の平均年齢は80歳。一針
一針丁寧に仕上げた人形やパッチ
ワークの袋物などを展示します。

入場
無料

まなびすと講座

シフォンケーキ作り

○C 藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK2006



甲西図書館

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

2日（金） 11：00 ～ 11：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざにだっ
このおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど ( 入園前の子ども向け）。

3日（土） 14：00 ～ 14：30 おはなしの森　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおは
なしの時間 ( 幼児から小学生向け）。

4日（日） 14：00 ～ 14：30
子ども映画会「たべたの だあれ」 ’00　五味太郎原作の人気絵本のアニメーショ
ン化。「たべたの だあれ」「さる・るるるｏｎｅ　ｍｏｒｅ」「はやくあいたいな」
の三本立て。

10日（土） 14：00 ～ 15：55
土曜名画座「アリスの恋」 ’74　米　マーチン・スコセッシ監督。エレン・バー
スティン主演。夫を交通事故で亡くしたアリスは、小さいころからの夢である
歌手になると決めて息子を連れて故郷に向かう（字幕）。

11日（日） 14：00 ～ 16：00 図書館講座「地球の果てまで連れてって①高山」※詳しくは左ページをご覧ください。

17日（土） 14：30 ～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと
絵本の楽しい時間（前半は４歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

18日（日） 14：00 ～ 16：00 図書館講座「地球の果てまで連れてって②熱帯雨林」※詳しくは左ページをご覧ください。

24日（土） 14：00 ～ 16：05
土曜名画座「動く標的」 ’66　米　ジャック・スマイト監督。ポール・ニューマ
ン主演。私立探偵ハーバーのもとに大富豪の失踪事件が舞い込む。行方を追う
彼の前に次々に怪しい人物が現れ、謎は深まっていく（字幕）。

25日（日） 14：00 ～ 16：00 図書館講座「地球の果てまで連れてって③南極」※詳しくは左ページをご覧ください。

28日（水） 10：30 ～ 12：00 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、大人のため
の「おはなし」を楽しむ会。

262006.6  Konan27 Konan  2006.6

※移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない
場合は気軽にお申し付けください。

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。
■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。
●は両館の休館日です（火曜日、毎月最終木曜

日）。
☆開館時間は、両館とも午前10時～午後6時です。
☆本や行事についての問い合わせは開館時間

中に電話でもどうぞ。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）

○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

6月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」6月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前 7（水）

21（水）

15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 16：20 〜 16：50

北山台自治会館前 1（木）
15（木）16：25 〜 16：55

市立三雲公民館前 2（金）
16（金）

14：00 〜 14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45

菩提寺幼稚園前 14（水）
28（水）

13：50 〜 14：20

フレンドマート第 2駐車場 16：20 〜 16：50

下田公民館前 9（金）
23（金）

14：00 〜 14：30

中山生協集会所予定地 16：20 〜 16：50

場　所 日 時　間
三 雲 小 学 校 7（水）

21（水）
12：55 〜 13：35

岩 根 小 学 校 13：50 〜 14：50
石 部 南 小 学 校

1（木）
15（木）

13：15 〜 13：55
阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 14：55 〜 15：55
三 雲 東 小 学 校 2（金）

16（金）
12：55 〜 13：35

三 雲 保 育 園 14：30 〜 14：50
菩提寺北小学校

14（水）
28（水）

12：55 〜 13：35
菩提寺保育園 14：25 〜 14：45
菩提寺小学校 14：55 〜 15：55
下 田 小 学 校 9（金）

23（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

11日（日） 11：00 ～ 12：00
14：30 ～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による、絵本の読み聞かせなどの
楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け。午後は小学生以上向け）。

16日（金） 11：00 ～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の
読み聞かせや紙芝居など（入園前の子ども向け）。

24日（土） 14：00 ～ 14：30 よっといでたいむ　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しい
おはなしの時間（幼児から小学生向け）。

　◦パソコンから（暗号化あり）…http:// lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話から（暗号化あり）…http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話から（暗号化なし）…http://lib.edu-konan.jp/imd/IMD/IMDMAIN.CSP
※携帯電話からの検索サイトへのアクセスについては、暗号化処理を通すか、通さないかを選ぶことができます。
※ 「暗号化あり」のホームページでは、プライバシー保護のため、必要なページの通信に情報暗号化処理を行っています。

☆
お
一
人
、
図
書（
雑
誌
含
む
）15
点
・
Ｃ
Ｄ
５
点
・
ビ
デ
オ
２
点
ま
で
３
週
間
借
り
ら
れ
ま
す（
両
図
書
館
・
移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
）。

　

な
お
移
動
図
書
館
車
で
借
り
た
場
合
は
、
次
の
巡
回
日
ま
で
が
貸
出
期
限
と
な
り
ま
す
。

「地球の果てまで連れてって」
　地球上にはまだまだわたしたちの想像をはるかに超える
ような驚きの世界が存在します。そんな世界を探求し続け
ている、それぞれの分野のスペシャリストを招き、全4回の
連続講座を開催します。ぜひご参加ください。

回 月・日 講　　師 内　　　容

１ 6/11
（日）

水 野 一 晴
( 京都大学大学院
アジア・アフリ
カ地域研究研究
科助教授 )

高山　アフリカ・ケニア山や南米・
アンデスの山々に咲き誇る「お花畑」
などを例に、高山植物と自然環境の
関係について語る。美しい高山植物
のスライドを多数ご覧いただけます。

２ 6/18
（日）

湯 本 貴 和
( 総合地球環境学
研究所研究部教
授 )

熱帯雨林　生命の驚異と共生のドラ
マ。生命が織りなす多様性のシステ
ム、熱帯雨林の実像を紹介し、その
保全の重要性を語る。

３ 6/25
（日）

藤 田 耕 史
( 名古屋大学大学
院理学研究科助
教授 )

南極　2002 年 12 月から 2004 年 3
月に第 44 次南極地域観測隊に参加
し、ドームふじで越冬した体験をス
ライドを交えて語る。南極の雪、氷
河の氷から何が分かるのか？

４ 7/2
（日）

小 﨑　 隆
( 京都大学大学院
農学研究科教授 )

砂漠　普段そのありがたさが分から
ない「土」。その土の持つ機能が損な
われ地球上では砂漠化が進む。土と
砂の不思議な世界「砂漠」。わたした
ちはこの大地からのメッセージにい
かに応えるか？

※時間はいずれも午後2時～ ４時 ( 質疑応答を含む )

「ぐるーぷ彩
さ い

作品展」　

6月11日（日）まで
　市内の水彩画サークル“ぐるーぷ彩”の
会員の皆さんの作品展です。

図
書
館
へ
行
こ
う

図
書
館
へ
行
こ
う

図書館講座

【場所】　2階視聴覚室
【定員】　70人 ( 先着順 )
【受講料】　無料
【申込方法】　図書館カウンターおよび電話で受付中

展示コーナー

☆石部図書館で、市内の小・中学校で使用している教科書の貸し出しを始めました。ご利用ください。

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。 インターネットや携帯
電話から両図書館で貸
出中の本と雑誌の最
新号を予約できます。

地
球
の
果
て
へ
…

●『
極
限
に
生
き
る
植
物
』
増
沢

武
弘 
著（
中
央
公
論
新
社
）…
南

米
の
砂
漠
、
南
極
な
ど
過
酷
な

環
境
で
生
き
続
け
て
き
た
植
物

の
不
思
議
な
生
態
に
迫
る
。

●『
地
球
で
い
ち
ば
ん
過
酷
な
地

を
行
く
』
ニ
ッ
ク
・
ミ
ド
ル
ト

ン 

著（
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
）…
極
限
の
地
を
訪
れ
、
地

域
住
民
と
生
活
を
共
に
し
た
冒

険
の
記
録
。

●『
熱
帯
雨
林
を
観
る
』
百
瀬
邦

泰 

著（
講
談
社
）…
熱
帯
雨
林
に

生
き
る
生
物
の
多
様
性
や
、
そ

の
保
全
に
つ
い
て
考
え
る
。

●『
ｋ
ｕ
ｐ
ｕ

−

ｋ
ｕ
ｐ
ｕ
の
楽

園
〜
熱
帯
の
里
山
と
チ
ョ
ウ
の

多
様
性
〜
』
大
串
龍
一 

著（
海
遊

舎
）…
熱
帯
ア
ジ
ア
の
チ
ョ
ウ
を

２
年
間
に
わ
た
っ
て
観
察
し
続

け
た
記
録
。

●『
東
南
ア
ジ
ア
樹
木
紀
行
』
渡

辺
弘
之 

著（
昭
和
堂
）…
東
南
ア

ジ
ア
の
街
路
樹
を
は
じ
め
、
そ

の
地
独
特
の
樹
木
を
カ
ラ
ー
写

真
入
り
で
解
説
す
る
。

●『
世
界
で
最
も
乾
い
た
土
地 

〜
北
部
チ
リ
、
作
家
が
辿
る
砂

漠
の
記
憶
〜
』
ア
リ
エ
ル
・
ド
ー

フ
マ
ン 

著（
早
川
書
房
）…
砂

漠
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
記
憶
が
埋

ま
っ
て
い
る
。
母
国
チ
リ
の
砂

漠
に
つ
い
て
想
い
を
は
せ
る
作

家
の
紀
行
文
。

●『
砂
漠
と
気
候
』
篠
田
雅
人 

著（
成
山
堂
書
店
）…
気
候
と
植

生
の
専
門
家
と
し
て
世
界
中
を

旅
す
る
著
者
が
、
砂
漠
の
成
り

立
ち
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

●『
砂
漠
化
と
戦
う
植
物
た
ち

−

が
ん
ば
る
低
木

−

』
徳
岡
正

三 

著（
研
成
社
）…
砂
漠
化
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
地
域
で
、

た
く
ま
し
く
生
き
る
低
木
た
ち

の
知
恵
と
力
を
解
説
。
豊
か
な

環
境
や
多
様
な
植
物
の
維
持
の

大
切
さ
を
説
く
。

●『
南
極
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
』
国
立
極
地
研
究
所
･
柴

田
鉄
治
･
中
山
由
美 

著（
朝
日

新
聞
社
）…
第
45
次
観
測
隊
に
同

行
し
た
記
者
が
、
国
境
の
な
い

大
陸
の
今
を
語
る
。

●『
マ
マ
、
南
極
へ
行
く
！
』
大

越
和
加 

著（
主
婦
の
友
社
）…
日

本
で
初
め
て
お
母
さ
ん
隊
員
と

し
て
南
極
観
測
へ
出
か
け
た
海

洋
生
物
学
者
。
日
本
に
残
っ
た

家
族
と
南
極
で
頑
張
る
母
親
、

そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
。

●『
深
海
の
生
物
学
』
ピ
ー
タ
ー
・

ヘ
リ
ン
グ 

著（
東
海
大
学
出
版

会
）…
目
に
す
る
機
会
の
少
な
い

深
海
の
世
界
。
不
思
議
な
生
物

の
謎
に
迫
る
。

●『
グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
コ
航
海

記
』
東
京
大
学
海
洋
研
究
所 

編

（
東
京
大
学
海
洋
研
究
所
）…
コ

ウ
モ
リ
ダ
コ
や
シ
ロ
ウ
リ
ガ
イ
。

深
海
の
世
界
を
豊
富
な
写
真
で

紹
介
。

6 月の行事予定

甲西図書館

「第一次南極観測隊の活躍」
6月17日（土）～ 7月2日（日）
　日本が初めて南極に観測隊を送り込んで
から今年で50年になります。これを記念
して、大津市内の個人宅に保管されていた
第一次観測隊の記録スライド ( 朝日新聞社
作成 ) を焼き付けた写真30点を展示しま
す。



　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込
みは不要です。
◆日時…毎週火・木曜日　午前10時〜正午
◆場所…石部南公民館2階会議室
■問い合わせ先
　石部南公民館　�77◦2535

　

282006.6  Konan29 Konan  2006.6
☆湖南市子育て支援ホームページ（http://www.ex.biwa.ne.jp/〜 kosodate-s）もご覧ください。

6 月

〔岩根2225（岩根保育園2階）〕
�・�72◦7089

◎開館日　月〜金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前9時〜午後4時

〔石部中央三丁目9－20（石部保育園隣接）〕
�77◦8570　�77◦8572

◎開館日　月〜金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前8時30分〜午後5時15分

◆開放日（午前10時〜 11時30分）
　6月6日（火）・14日（水）・29日（木）

「人形劇をみよう」
■日時　６月22日（木）
　午前10時30分〜 11時（受付：午前10時15分〜）
■定員　30組（先着順）
■内容　「うずらちゃんのかくれんぼ」
　　　　「おもちゃのちゃちゃちゃ」
■講師　おにぎり村
■申込方法　６月５日（月）〜 16日（金）にセンターへお
申し込みください（電話可）。

「絵本とわらべうたを親子で楽しみましょう」
■日時　７月６日（木）
　午前10時30分〜１１時（受付：午前10時15分〜）
■対象　２・３歳の子どもとその保護者
■定員　20組（先着順）
■講師　ちっちゃなかぜ
■申込方法　６月20日（火）〜 30日（金）にセンターへお
申し込みください（電話可）。

■日時　6月19日（月）
　午前10時〜 11時30分（受付：午前9時45分〜）
■対象　よちよち歩きの子どもまで
■内容　助産師による育児相談およびベビーマッサージ
■持ち物　バスタオル、母子健康手帳
※申し込みは不要です。

◆おひさまらんど（子育て支援講座）

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて、自由な時間を過ごしてみませんか。

 7月 3日（月）　午前9時30分〜正午
18日（火）　午後1時〜 3時30分

■対象　市内在住または在勤の女性で生後4か月〜
未就学児がいる人

■定員　各日10人（子ども）
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　お茶、着替え、バスタオル、ビニール袋など
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　月〜土曜日の午前8時
　30分〜午後5時15分に電話でお
申し込みください。　

子育てリフレッシュタイム 

☆開放日（午前10時〜正午）
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者どう
しの交流の場として開放しています。相談があれば気軽
に職員に声をかけてください。

◦12日（月）　保育園遊戯室にて子育て支援ボランティ
　ア養成講座の「緊急時の応急処置について」を見学
　することができます。	
◦20日（火）　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。	
　持ち物：母子健康手帳
	 	 	 	 　
にこにこの日
◦９日（金）　午前10時〜 11時30分
　工作（午前10時〜 10時30分）
　「スライムのおもちゃをつくろう！」
　講演会（午前10時30分〜 11時30分）
　『子どもの生活リズム』
　講師／川瀬雅（保健センター保健師）	 	 	
　※託児サービスがあります。	 	 	
◦19日（月）　午前10時30分〜 11時30分		 	
　折紙あそび	 	 	 	 	
　　講師／坂早百合さん

◦30日（金）　午前10時30分〜 11時30分	 	 	
　七夕飾りをつくろう！	 	 	 	
	 	 	 	 	 	

◇サークル使用日
センター登録の子育て支援サークルが活動する日です。
一般には開放していません。
※	園庭側駐車場が満車の場合、保育園東側岩根東農業集
落センターの駐車場をご利用ください。

　特別なメニューはありません。0歳の赤ちゃんからど
なたでも参加できます。子育ての先輩であるサポーター
と一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。初めての人も
一度のぞいてみてください。申し込みは不要です。

■時間　午前10時〜正午（毎回）
■問い合わせ先　生涯学習課社会教育担当〔石部文化
　総合センター内〕�77◦6250　�77◦6253

6月 5日（月） 柑子袋公民館
6月12日（月） 菩提寺公民館

6月19日（月） 市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）別館

6月26日（月） 石部南公民館

◆対象…入園前の幼児とその保護者
◆時間…午前10時30分〜 11時45分
三 雲 幼 稚 園　�72◦0077	　6月13日（火）
ひかり幼稚園　�74◦3011	　6月15日（木）
水 戸 幼 稚 園　�75◦3350	　6月16日（金）
※申込受付は各園で行っています。

◆対象…2・3歳児（H14.4.2 〜Ｈ16.4.1生）とその保護者
◆時間…午前10時30分〜 11時45分
三 雲 幼 稚 園　�72◦0077　　
ひかり幼稚園　�74◦3011　　
水 戸 幼 稚 園　�75◦3350
※申込受付は各園で行っています。

5歳児

A ちゃん「お父さん虫歯ができたんやって。だから歯医者　
　　　　			に行かはってんでー！」
先　　生「そうか〜、早く治ったらいいのになぁ。」
A ちゃん 「それでなぁ、もう銀歯が生えてきたんやでぇー。
　　　　　すごいやろうー！！」
先　　生「すごいなぁ！！…」

子　育　て　サ　ロ　ン

◆対象…未就学の幼児とその保護者
◆日時…8日（木） 午前10時〜 11時30分

6 月 開 設 日

甲西あかつき保育園 �72◦4960

◆対象　1 〜 3歳の幼児とその保護者　
◆内容　 7日（水）	園庭開放
　　　　21日（水）	室内遊び
◆時間　午前10時〜 11時30分

6月26日（月）

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�72◦1385
�77◦2073
�72◦1389
�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�72◦0390
�77◦2950
�74◦1373
�75◦0630

※どなたでも参加できます。

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月はひかり幼稚園で
す。

◆ひよこ広場（毎月１回実施）

　幼稚園では“地域に開かれた幼稚園”の一環とし
て、在宅の３歳児、４歳児とその保護者を対象に「な
かよし幼稚園」「こんにちは幼稚園」を開催します。
　参加を希望する人は申込書を各幼稚園にお出しく
ださい（申込書は各園にあります）。

なかよし幼稚園
（菩提寺幼稚園）

■募集期間
　6月5日（月）〜 8日（木）
■ 対象　市内在住の3・4歳
児（Ｈ13.4.2 〜 Ｈ15.4.1
生）とその保護者

■ 時間
　午前10時〜 11時30分
■ 参加費
　300円程度（傷害保険料）

◎�詳しくは各園にお問
い合わせください。

　菩提寺幼稚園
�74◦1272

　石部幼稚園
�77◦4557

　石部南幼稚園
�77◦0007

こんにちは幼稚園
（石部幼稚園）

なかよし幼稚園
　（石部南幼稚園）　

　ほんわかした気持ちで子育てができるようお手伝
いします。
■日程　6月21日（水）〜平成19年3月まで [ 原則第3
　水曜日・全10回 ]　午前10時〜 11時30分
■対象　6月14日現在、１歳未満の子どもとその保護者
■定員　10組（先着順）
■内容　わらべうた、自由遊びなど
■講師　河野由子さん
■申込方法　6月14日（水）までに柑子袋会館へお申
　し込みください (電話可 )。

子育て応援します

申し込み・問い合わせ先　	女性センター  �72◦8588

「ふっくら・ふっくらの会」

申し込み・問い合わせ先　	柑子袋会館		�72◦2993

参加者募集

　子どもたちに遊び場を提供し、子育ての悩み相談
などに応じます。

　親子で一緒に楽しめるプログラムを用意しています。

日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 1☆ 2☆ 3　

4　 5☆ 6☆ 7◇ 8 9 10　

11　 12☆ 13☆ 14◇ 15☆ 16☆ 17　

18　 19 20☆ 21☆ 22☆ 23◇ 24　

25　 26☆ 27☆ 28◇ 29☆ 30



健（検）診はもう受けられましたか？
保健センター 毎週火・水・木曜日　午前8時30分〜正午

石部保健センター 毎週月・金曜日　午前8時30分〜午後5時15分

※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 (各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付母

6月30日（金）
午後1時30分〜 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成18年1月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルクなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

6月23日（金）
午後1時30分〜 3時30分

学ぼう！お産の進み方
やってみよう！妊婦体操

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳、テキスト
※上の子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅲ （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

B
C
G

6月9日（金）保健センター 生後3〜6か月未満

※持ち物…母子健康手帳、予診票
※�番号札は当日午前8時30分から保健センター玄関に出しています。
外出する場合は午後2時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

三雲東・三雲・岩根・菩提寺・菩提寺北・
下田・水戸小学校区

場所：保健センター
受付：午後1時〜2時30分

4 か月児健診 対象：平成18年 2月生 6月29日（木）
10か月児健診 平成17年�8月生 6月19日（月）
1歳6か月児健診 平成16年11月生 6月16日（金）
2歳6か月児相談・
歯科健診 平成15年11月生 6月13日（火）

3歳6か月児健診 平成14年11月生 6月15日（木）

石部・石部南小学校区 場所：石部保健センター
受付：午後1時〜2時30分

4 か月児健診 対象：平成18年 2月生 6月27日（火）10か月児健診 平成17年�8月生

3歳6か月児健診
平成14年�9月生

10月生
11月生

6月22日（木）

※持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4か月児）、歯ブラ
　シ（10か月児・1歳 6か月児・2歳 6か月児・3歳6か月児）
※3歳6か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

幼児健診 多少時間がかかります乳

　今年度の成人健診・胃がん検診は６月で終了します
☆成人健診
　６月６日まで実施しています。まだ受診していない人
は、この機会にぜひ受診しましょう。
☆胃がん検診
　申込期間は終了していますが、定員に達していない会
場については、随時申し込みを受け付けています。保健
センターまでお問い合わせください。
※�成人健診とのセットはすでに予約が定員に達し、受付
は終了しました。

　詳しい日程は、「保健センターだより」でご確認ください。

302006.6  Konan

−成分献血（予約制）−
■日時　６月30日（金）　午前１0時～午後3時
■場所　甲西文化ホール前駐車場
■対象　１８ ～ ６９歳
■持ち物　献血手帳 ・身分証明書
※�６５歳以上の人は、６４歳までの間に献血経験のある
人が対象です。
※渡航歴などにより、献血できない場合があります。
※�６月20日（火）までに保健センターへ予約をしてくだ
さい。

　年齢を重ねるにつれて、健康な歯のありがたさを実感する
ことが多いものです。50歳以上の人の９割以上が歯肉に何
らかの異常があると言われています。
　中高年の歯にまつわる病気といえば、歯周病です。そのた
め、歯周病に対する日ごろの健康管理が大切です。

保健センター情報

○
保
健
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◦
7
0
0
8

問
い
合
わ
せ
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食後は必ず歯を磨く

　食べたら磨く習慣をつけましょう。外出先や磨く場
所がないときは、うがいをしましょう。

やわらかいものばかり食べない

　やわらかい食べ物はプラークを形成しやすくなりま
す。歯ごたえのあるものや、食物繊維の多く含まれた
ものをしっかりと食べましょう。

両側の歯でかむ

　片側の歯ばかりでかんでいると、かんでいる側の歯
は自然に汚れが落ちますが、かまない側の歯にはプラー
クがたまりやすくなります。意識して両側の歯でかみ
ましょう。

バランスのとれた栄養摂取を

　特にビタミンが不足すると歯周病に対する抵抗力が
弱まります。バランスのとれた栄養をとるよう心がけ、
プラークをつくりやすい糖分は控えましょう。

歯が抜けたらすぐ義歯を

　抜けたままにしておくと、両側の歯が抜けた部分へ
傾いてすき間ができ、プラークがたまりやすくなりま
す。

歯科医で定期的に検診を受ける

　歯周病の進行具合のチェックや歯石（磨き残したプ
ラークが唾液中のミネラルと結合して硬くなったもの）
の除去など、歯科医のもとで定期的に歯の健康管理を
しましょう。

1
2

3

4

5

6

歯周病を防ぐ６か条

　歯の周囲に付着したプラーク（歯垢）が
歯と歯肉の間に入り込み、歯肉が炎症を
起こし、次第に炎症がひどくなって歯の
骨（歯槽骨）を溶かしてしまう病気です。

歯周病
とは

気をつけよう歯周病

献血にご協力ください



「広報こなん」「湖南市ホームページ」
に広告を掲載しませんか
○「広報こなん」の広告
・規　格〔1枠〕縦45mm×横88mm
・掲載料〔1枠〕20,000円
○「湖南市ホームページ」のバナー広告
・規　格〔1枠〕縦50ピクセル×横150ピクセル
（4キロバイト以内）
・掲載料〔1枠〕20,000円
■問い合わせ先　政策秘書課広報・広聴担当 
　〔東庁舎〕�71◦2300

各種相談

○保健センター　　 　   �72◦4008
○石部保健センター　   �77◦7008
◇内容　離乳食や子どもの発達など子
育てに関する悩みや心配なこと

※随時、電話にて受け付けます。
※�発達相談員による発達相談（予約制）
の紹介も行います。

育児相談

○保健センター　　 　　　�71◦4150
◇日時　毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟２階〕　

�77◦7053
　中学生・高校生本人やその保護者を
対象に、学校や家庭での生活、交友関
係、不登校、いじめなどについての電
話相談や面接相談を受けています。
◇日時　月〜金曜日　
　午前９時〜午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室　　 �72◦4810
E メール�k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
◇日時　毎週月〜金曜日
　午前9時〜午後5時
◇場所　勤労青少年ホーム

教育電話相談

○保健センター            �72◦4008
○石部保健センター      �77◦7008
◇日時　毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約
制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話相談

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
    �71◦4652

高齢者支援センターいしべ �77◦5243
高齢者支援センターみくも  �72◦8100
高齢者支援センターぼだいじ �74◦4093
高齢者支援センターひえ    �75◦2323

介護についての相談・高齢
者の生活相談・福祉用具や
住宅改修の相談

育
児
・
子
ど
も

高
齢
者
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相談窓口
○まちづくり推進課〔東庁舎〕

�71◦2360
○地域総合センター
　三雲会館　　　　�72◦3166
　三雲教育集会所　�72◦3301
　夏見会館　　　　�72◦3083
　柑子袋会館　　  �72◦2993
　松籟会館　         �77◦2972
　岩根会館　         �72◦2292
では、人権相談をはじめとした
各種相談を受け付けています。
◇ 日時　毎週月〜金曜日（祝日
を除く）午前8時30分〜午後5
時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　6月15日（木）
　午後2時〜 4時（一人1時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
◇申し込み・問い合わせ先
　人権政策課　�71◦2354

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守され
ます。予約制ですので、前日ま
でに予約申し込みを行ってくだ
さい。
湖南市商工会石部支所　 

�77◦4145
◇日時　6月9日（金）
　午後1時30分〜 4時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会　　 �72◦0038
◇日時　6月16日（金）
　午後1時15分〜 4時15分
◇ 場所　共同福祉施設（サンラ
イフ甲西）

☆相談時間：午後1時〜4時
◇問い合わせ先
・よろず相談…社会福祉協議会    �72◦4102
・行政相談…まちづくり推進課   �71◦2360
・人権相談…人権政策課　　　    �71◦2354

1日（木） ９日（金） 13日（火） 27日（火）

社会福祉センター
�72◦4102

特設人権相談
午前 10時〜

午後 5時
− よろず相談

行 政 相 談
よろず相談
行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045

特設人権相談
午前 10時〜

午後 5時
行政相談 − −

場所 日
よろず相談・行政相談・人権相談

6月の相談日　☆相談時間：午前9時〜11時30分

■問い合わせ先　商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71◦2332
三雲会館
三雲教育集会所
夏見会館
柑子袋会館　
松籟会館
岩根会館

�72◦3166
�72◦3301
�72◦3083
�72◦2993
�77◦2972
�72◦2292

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）本館
下田公民館
菩提寺公民館
石部南公民館

�75◦8190
�75◦0011
�74◦3471
�77◦2535

日 月 火 水 木 金 土
1

菩提寺公民館
2

夏見会館 3

4 5
松籟会館

6
三雲会館

7
サンヒルズ甲西

8
柑子袋会館

9
岩根会館 10

11 12
三雲教育集会所

13
下田公民館

14
石部南公民館

15
菩提寺公民館

16
夏見会館 17

18 19
松籟会館

20
三雲会館

21
サンヒルズ甲西

22
柑子袋会館

23
岩根会館 24

25 26
三雲教育集会所

27
下田公民館

28
石部南公民館�

29 30

就労相談

滋賀県商工観光労働部労政能力開発課雇用対策推進室
�72◦9311（相談日のみ）

◇日時　6月6日（火）・20日（火）　午前10時〜午後3時　
◇場所　女性センター

内職相談

し
ご
と
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景風
　

  

岡　本　  純
すみ

　玲
れ

後藤  フランス  希
き

一
いち

郎
ろう

余　語　  みず花
か

下　村　  華
か

　蓮
れん

小　林　  斗
とう

　眞
ま

日　高　  楓
か

　恋
れん

吉　武　 　  零
れい

山　川　  瑠
る

　泉
い

若　松　  泰
たい

　地
ち

河　野　  恵
けい

太
た

朗
ろう

込　山　  心
み

　優
ゆ

髙　原　  旺
おう

　我
が

森　　　  想
そ

　心
な

中　嶋　  輝
きら

　星
せ

山　本　  琉
りゅう

　貴
き

竹　内　  碩
おう

　玖
き

相　坂　  汰
たい

　成
せい
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三 雲

夏 見

夏 見

中 央

平 松

柑 子 袋

柑 子 袋

石 部 東

石 部 中 央

石 部 西

石 部 西

石 部 西

石 部 西

石 部 南

石 部 南

西 寺・ 丸 山

岩 根 西

木　村　  鉉　德
大井川　  嘉　造
山　中　  と　江
西　村　  と　み
山　中　  文　平
福　島　  清太郎
北　岡　  兵　治
清　水　
青　木　  善　男
松　原　  安　美
小　池　  節　子
奥　野　  和　典
坂　田　  たみヱ
内　藤　  幸　枝
藤　田　  利　治
植　 　  庸　介
灘　野　  登志美

68 歳
65 歳
80 歳
88 歳
78 歳
91 歳
80 歳
97 歳
67 歳
79 歳
70 歳
77 歳
87 歳
89 歳
80 歳
77 歳
54 歳

三 雲
三 雲
吉 永
夏 見
夏 見

針
針

柑 子 袋
石 部 西
宮 の 森
宝 来 坂
菩 提 寺
菩 提 寺
菩 提 寺
みどりの村
下 田 西
松風苑桐山

赤 ちゃ ん 行  政  区 氏　    　名 年齢 行 政 区

平成18年4月1日～ 31日掲載申込分
（敬称略）

56,501人
29,202人
27,299人
21,120世帯

（＋38）

（＋52）

（－14）

（＋60）

人　口

　男

　女

世帯数

お誕生おめでとう おくやみ申し上げます

勝　谷　  友
ゆ

　結
い

宮　田　  百
も

　花
か

米　倉　  日
ひ

向
な

美
み

髙　井　  美
み

　緒
お

邉　見　  皇
み

　琴
こと

德　永　  　梨
りん

廣　岡　  未
み

　桜
お

加　藤　  亜
あ

　美
み

幸　地　  建
たけ

　龍
る

大　坪　  花
か

　織
おり

木　村　  琉
りゅう

　晟
せい

田中  隼
とし

春
はる

   ペドロ
鶴　田　  暖

はる

　空
く

岩 根 西

北 山 台

北 山 台

み ど り の 村

み ど り の 村

イワタニランド

ハイウェイサイドタウン

緑 ヶ 丘

大 谷

団 地 中

団 地 中

団 地 中

団 地 中

赤 ちゃ ん 行  政  区
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